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K A W A N I S H I   P U B L I C   R E L A T I O N S
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ダ
リ
ヤ
に
込
め
て

敬
老
の
日
を
控
え
た
９
月
15
日
、
川
西
ダ
リ
ヤ
園
で
ダ

リ
ヤ
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
り
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
素
晴
ら
し

い
ア
レ
ン
ジ
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を



　毎
年
９
月
に
は
、
本
町
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
ご
長
寿
を
祝
福
し
、
永

年
の
ご
苦
労
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら
の
ご
健
勝
を

ご
祈
念
し
、
敬
老
祝
賀
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　祝
賀
会
で
は
、
喜
寿
（
77
歳
）、
米
寿
（
88
歳
）、
白
寿

（
99
歳
）、
長
寿
（
１
０
０
歳
以
上
）
の
方
及
び
、
結
婚
50
周

年
の
ご
夫
婦
へ
の
祝
品
の
贈
呈
を
行
い
、
ご
長
寿
を
祝
福
し

ま
す
。
今
年
も
、
９
月
に
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
賀
寿
者
の
方
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　 　 　 　  ～ 賀 寿 者 の 紹 介 ～
数え年１００歳以上 数え年９９歳
長寿（大正３年まで） 白寿（大正４年）

鈴木　榮治 小松 片倉　とも 小松

今野　とよ 小松 有坂　義男 小松

片桐　キミ 大塚 今野　とも 小松

髙橋　庸子 大塚 飯澤　卯一 大塚

髙橋　よね 犬川 大嶋けさゑ 玉庭

大木　たか 中郡

大滝　榮三 玉庭

安部　まさ 東沢

遠藤シュン 吉島

田中ま よ そよ風の森

大嶋 つゑ そよ風の森

遠藤かをよ そよ風の森

伊藤しかの そよ風の森
※氏名の掲載は白寿、長寿の方のみとさせていただきます。( 平成２５年８月１日現在 )

＊米寿　１８２名
　数え年８８歳
＊喜寿　２２６名
　数え年７７歳

各
地
区
で
敬
老
祝
賀
会
開
催
※
各
地
区
に
よ
り
会
の
名
称
が
異
り
ま
す
が
、

　総
称
し
て
敬
老
祝
賀
会
と
表
記
さ
せ
て
い

　た
だ
き
ま
し
た
。

感
謝
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

“
あ
り
が
と
う
”
を
贈
り
ま
す

　川
西
ダ
リ
ヤ
園
で
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
“
い
つ
も
あ
り
が

と
う
”
と
い
う
気
持
ち
を
“
ダ
リ
ヤ
”

と
一
緒
に
贈
る
イ
ベ
ン
ト
を
敬
老
の

日
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　ダ
リ
ヤ
の
花
言
葉
に
は
、「
華
麗
」、

「
優
雅
」、「
威
厳
」
の
ほ
か
に
、「
感

謝
」
が
あ
り
、
そ
の
気
持
ち
を
込
め

て
自
分
で
作
っ
た
ダ
リ
ヤ
ア
レ
ン
ジ

を
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人

に
贈
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
３
年
前
か

ら
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　こ
の
ダ
リ
ヤ
ア
レ
ン
ジ
は
、
子
ど

も
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
ま
で
は
見
て
楽
し
む
ダ
リ
ヤ
か

ら
、
身
近
に
体
験
で
き
る
ダ
リ
ヤ
と

し
て
、好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　今
年
も
園
内
で
は
、
子
ど
も
を
対

象
に
し
た
ア
レ
ン
ジ
講
座
や
、
10
月

第
１
、
第
２
週
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た

か
わ
に
し
秋
ま
つ
り
内
で
ア
レ
ン
ジ

体
験
を
開
催
し
、
多
く
の
方
に
思
い

出
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　こ
ん
な
思
い
の
こ
も
っ
た
ダ
リ
ヤ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ら
、
き
っ
と

思
い
が
伝
わ
り
ま
す
よ
ね
。

最後はメッセージ

▲

カードに日ごろの
思いを込める。 ▲自分だけのオリジナルのダリヤアレンジが完成。

▲オアシスにバラ
ンスよくダリヤを
差し、アクセント
に緑の葉などを添
えていく。
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　９
月
26
日
、
川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に
、
町
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　大
会
に
は
、
町
内
各
小
学
校
の
５
・
６

年
生
の
児
童
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己

ベ
ス
ト
の
更
新
を
目
指
し
競
技
に
臨
み
ま

し
た
。
計
５
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
、
５

年
男
子
１
０
０
０
ｍ
走
で
奥
山
洸こ

う
や哉

さ
ん

が
、
見
事
大
会
新
記
録
を
出
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

種　目 氏名・学校 記　録
 5 年男子 100 ｍ走  生井　蓮

れんまる

丸 大塚 16 秒 1

 5 年女子 100 ｍ走  黒澤　里
り な

菜 中郡 15 秒 6

 6 年男子 100 ｍ走  土井　　匠
たくみ

小松 15 秒 6

 6 年女子 100 ｍ走  井上　沙
さ ち

知 小松 16 秒 7

 5 年男子 1000 ｍ走  奥山　洸
こ う や

哉 大塚 3 分 29 秒 8（大会新）

 6 年男子 1000 ｍ走  島津　裕
ゆ う た

太 吉島 3 分 33 秒 6

 5 年女子 800 ｍ走  平　　朱
あ か り

莉 吉島 2 分 55 秒 1

 6 年女子 800 ｍ走  長澤日
ひ お り

桜里 中郡 2 分 44 秒 2

 5 年男子走り幅跳び  佐藤　淳
あ つ や

哉 犬川 3m38㎝

 5 年女子走り幅跳び  坂部　　響
ひびき

小松 2m91㎝

 6 年男子走り幅跳び  島貫健
け ん た ろ う

太郎 吉島 3m88㎝

 6 年女子走り幅跳び  島貫　倫
と も か

華 吉島 3m30㎝

 5 年男子走り高跳び  印牧　礼
れ い じ

二 小松 1m16㎝

 5 年女子走り高跳び  安部　由
ゆ う か

香 大塚 1m14㎝（大会タイ）

 6 年男子走り高跳び  青木　孝
たかのり

憲 小松 1m33㎝

 6 年女子走り高跳び  本田　蓮
れ ん か

伽 吉島 1m19㎝

 5 年男子ボール投げ  大崎　太
も と き

輝 小松 47m55㎝

 5 年女子ボール投げ  小森　彩
あ や な

奈 大塚 34m44㎝

 6 年男子ボール投げ  伊藤　慧
え る

瑠 小松 56m14㎝

 6 年女子ボール投げ  小方菜
な つ こ

都子 東沢 35m92㎝

９／２6

力
の
限
り
記
録
に
挑
戦
！

～
第
14
回
町
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
～

　９
月
28
日
～
10
月
８
日
に
東
京
都

を
開
催
地
に
行
わ
れ
た
、
第
68
回
国

民
体
育
大
会
へ
本
町
か
ら
８
名
の
選

手
が
出
場
し
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
陸
上
競
技
走
幅
跳
】

＊
髙
橋
か
お
り
さ
ん
（
高
豆

　）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
年
男
子
】

＊
小
倉
孝た

か
の
り典
さ
ん
（
下
小
松
）

＊
原
田
恭き

ょ
う
へ
い
平
さ
ん
（
高
豆

　）

＊
五
十
嵐
圭け

い
た太
さ
ん
（
小
松
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子
】

＊
川
崎
耀よ

う
じ史
さ
ん
（
上
小
松
）

＊
須
貝
祥し

ょ
う
へ
い
平
さ
ん
（
黒
川
）

＊
堀
越
拓た

く
や弥
（
西
大
塚
）

【
軟
式
野
球
】

＊
長
内
秀し

ゅ
う
す
け

介
さ
ん
（
中
小
松
）

国体へ８名の選手が出場

躍
進

　９
月
21
日
㈯
～
22
日
㈰
に
か
け

て
、
平
成
25
年
度
東
置
賜
地
区
中
学

校
新
人
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　１

・
２
年
生
に
よ
る
チ
ー
ム
で
限

ら
れ
た
練
習
時
間
の
中
、
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
、「
心
・
技
・
体
」
の
バ

ラ
ン
ス
を
磨
き
、
練
習
の
成
果
を
見

事
に
発
揮
し
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お

さ
め
ま
し
た
。

団
体
戦
で
は
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
６
種
目
で
優
勝
、
２
種
目
で

準
優
勝
と
な
り
、
10
月
19
日
㈯
、
20

日
㈰
に
行
わ
れ
る
山
形
県
新
人
南
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。
ま

た
、
個
人
戦
で
は
柔
道
・
剣
道
・
卓

球
・
陸
上
で
男
女
あ
わ
せ
て
26
名
の

選
手
が
優
勝
は
じ
め
上
位
入
賞
を
果

た
し
、
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

【
優
勝
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
）】

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
、
柔
道
女

子
、
剣
道
男
子
、
卓
球
男
子

【
準
優
勝（
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
）】

　柔
道
男
子
、
卓
球
女
子

【
第
３
位
】

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
、
サ
ッ
カ
ー

頑張ってます！川中生！！
～地区中学校新人大会～９／２ １

～２２

　国
体
は
毎
年
季
別
に
、
本
大
会
と

冬
季
大
会
（
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
・

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
）
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
山
形
県
で
は
、
過
去
平
成
４

年
に
「
べ
に
ば
な
国
体
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
２
月
に
は
、

「
や
ま
が
た
樹
氷
国
体
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
た
ス
キ
ー
の
冬
季
大
会
が
開

催
予
定
で
す
。

若
き
ア
ス
リ
ー
ト
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町 街 まちのニュース

　川
西
町
で
は
、
川
西
ダ
リ
ヤ
園
周
辺
の
内
山

沢
遊
歩
道
を
活
用
し
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大

会
が
年
に
３
回
（
５
・
７
・
９
月
）
行
わ
れ
て

お
り
、９
月
15
日
は
、今
年
ラ
ス
ト
を
飾
る
「
ダ

リ
ヤ
カ
ッ
プ
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
本
格
的
な
大
会
は

県
内
で
も
数
少
な
く
、
全
国
か
ら
多
く
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　今
年
は
３
大
会
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
も
楽
し
む
か
の
よ
う
に
、
選

手
た
ち
は
い
き
い
き
と
レ
ー
ス
に
挑
ん
で
い
ま

し
た
。来
年
は
ぜ
ひ
晴
れ
で
臨
み
た
い
で
す
ね
。

９／１ ５ 

　９
月
23
日
、
川
西
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
に
て
遅
筆
堂
文
庫
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　本
講
演
会
は
、
20
年
前
よ
り
著
名
な
作
家
な

ど
を
招
い
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
は
大

震
災
以
降
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
東
京
大
学
教
授
の
小
森
陽
一
氏
を

迎
え
、「
井
上
ひ
さ
し 

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
求
め
て

本
の
海
を
行
く
」
と
題
し
て
井
ひ
さ
し
文
学
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ユ
ー
ト
ピ
ア
と
は
、
現
実
世
界
に
は
存
在
し

な
い
理
想
的
な
世
界
と
い
う
意
味
で
、
理
想
を

追
い
求
め
て
い
た
井
上
さ
ん
の
考
え
が
多
く
の

作
品
に
表
れ
て
お
り
、
小
森
氏
は
そ
の
表
現
力

と
素
晴
ら
し
さ
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

９／２３  

井
上
ひ
さ
し
文
学
の
世
界
感
に
ふ
れ
る

～
遅
筆
堂
文
庫
講
演
会
～

雨
も
楽
し
み
に
変
え
て 

ダ
リ
ヤ
園
で
レ
ー
ス
開
催

～
第
16
回
ダ
リ
ヤ
カ
ッ
プ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
大
会
～

　10
月
５
日
、、
町
学
童
相
撲
大
会
が
相
撲
場
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
小
学
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

選
抜
さ
れ
た
５
・
６
年
生
の
児
童
が
団
体
戦
・
個

人
戦
へ
参
加
し
、
力
業
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　男
子
も
女
子
も
体
格
の
差
を
も
の
と
も
せ
ず
立

ち
向
か
う
姿
に
、
会
場
は
大
き
な
声
援
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
戦
優
勝
】

＊
男
子

　小
松
小
Ａ

　＊
女
子

　小
松
小
Ａ

【
個
人
戦
優
勝
】

＊
５
年
男
子

　遠
藤
賢け

ん
せ
い世
さ
ん
（
小
松
小
）

＊
５
年
女
子

　高
橋
涼す

ず
ね音

さ
ん
（
中
郡
小
）

＊
６
年
男
子

　長
谷
部
海か

い
と音

さ
ん
（
小
松
小
）

＊
６
年
女
子

　青
木
あ
い
み
さ
ん
（
犬
川
小
）

１ ０／５  

小
学
生
力
士
が
果
敢
に
挑
戦　
　
～
町
学
童
相
撲
大
会
～

　10
月
５
、
６
日
の
２
日
間
、
川
西
町
総
合
運
動

公
園
天
然
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
「
全
国
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ホ
ッ
ケ
ー
（
屋
外
）
親
善
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
か
ら
計
18
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
小

学
生
・
中
学
生
・
一
般
・
シ
ニ
ア
混
成
ご
と
に
分

か
れ
、
試
合
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　平
成
24
年
に
、
三
協
会
（
日
本
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル

協
会
・
日
本
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
協
会
・
日
本
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
）
が
統
合
し
、
日
本
フ
ロ
ア

ボ
ー
ル
連
盟
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、“
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
”
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
、
今
後
さ
ら
な
る
競
技
人
口
の
増
加
に

期
待
が
か
か
り
ま
す
。

１ ０／５
  ～6

ホ
ッ
ケ
ー
を
通
し
て
全
国
、
世
代
間
で
交
流

～
第
８
回
全
国
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
（
屋
外
）
親
善
大
会
～
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町 街 まちのニュース

第
50
回
町
川
柳
大
会

入
賞
作
品
の
紹
介

【
公
募
の
部
（
総
数
１
０
６
３
句
）】

＊
小
五
天
位
　『見
る
人
に
　希
望
を
く
れ
る
　ダ
リ
ヤ
園
』

＊
小
六
天
位
　『太
陽
に
　感
謝
を
こ
め
て
　咲
く
ダ
リ
ヤ
』
　
　

＊
中
一
天
位
　『ダ
リ
ヤ
見
て
　と
も
の
え
が
お
が
　開
花
し
た
』

＊
中
二
天
位

　『我
が
夢
よ

　ダ
リ
ヤ
の
ご
と
く

　咲
き
ほ
こ
れ
』

＊
中
三
天
位

　『陽
を
受
け
た

　あ
な
た
の
笑
顔

　ダ
リ
ヤ
顔
』

＊
町
内
天
位

　『半
世
紀

　ダ
リ
ヤ
は
町
の

　金
字
塔
』

＊
県
内
天
位

　『見
る
人
の

　心
が
和
む

　ダ
リ
ヤ
園
』

＊
県
外
天
位

　『ふ
る
さ
と
の

　自
慢
ダ
リ
ヤ
は

　日
本
一
』

【
大
会
参
加
の
部
（
総
数
７
９
２
句
）】

＊
最
優
秀
賞
　『大
輪
の
　ダ
リ
ヤ
の
自
信
　み
え
て
い
る
』

＊
準
優
秀
賞
　『右
左
脳
の
　渇
き
潤
す
　辞
書
の
風
』

　こ
の
度
実
施
さ
れ
た
町
川
柳
倶
楽
部
に
よ

る
50
回
記
念
の
川
柳
大
会
に
は
、
ダ
リ
ヤ
を

題
材
に
し
た
「
公
募
の
部
」、
課
題
・
席
題
に

よ
る
「
大
会
参
加
の
部
」
合
わ
せ
全
国
か
ら

計
１
８
５
５
句
の
川
柳
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
入
賞
作
品
（
抜
粋
）
は
次
の

と
お
り
で
す
。

新
田
渥
さ
ん
（
大
塚
小
）

大
武
夏
鈴
さ
ん
（
小
松
小
）

粟
野
龍
騎
さ
ん
（
川
西
中
）

佐
々
木
雅
人
さ
ん
（
川
西
中
）

飯
澤
佑
哉
さ
ん
（
川
西
中
）

今
野
澄
子
さ
ん
（
中
小
松
）

今
愛
璃
さ
ん
（
米
沢
市
）

松
村
元
裕
さ
ん（
静
岡
県
長
泉
町
）

斎
藤
た
か
子
さ
ん
（
山
形
市
）

田
瀬
反
子
さ
ん
（
山
形
市
）

【
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
作
品
】

＊
『
こ
ま
っ
て
い
た
ら
　た
す
け
る
よ
　ひ
と
り
で
な
か
な
い
で
ね
』

＊
『
い
じ
め
た
ら
　あ
な
た
の
心
も
　き
ず
つ
け
る
』

＊
『
や
め
よ
う
ね
　自
分
が
さ
れ
て
　い
や
な
こ
と
』

＊
『
や
め
よ
う
ね
　自
分
が
さ
れ
て
　い
や
な
こ
と
』

＊
『
い
じ
め
は
ね
　相
手
も
自
分
も
　き
ず
つ
く
よ
』

＊
『
カ
ラ
ダ
よ
り
　コ
コ
ロ
の
キ
ズ
が
　イ
タ
イ
ん
だ
』

＊
『
言
え
ま
す
か
　自
分
に
向
っ
て
　そ
の
言
葉
』
　
　
　
　
　
　

＊
『
万
引
き
は
　あ
な
た
の
未
来
　ぬ
す
み
ま
す
』
　
　
　
　
　
　

＊
『
や
さ
し
さ
は

　あ
い
て
の
き
も
ち
に

　花
が
さ
く
』

＊
『
み
な
い
ふ
り

　し
ら
な
い
ふ
り
も

　い
じ
め
だ
よ
』

＊
『
あ
い
さ
つ
は

　い
じ
め
を
な
く
す

　ま
ほ
う
の
言
葉
』

＊
『
ゆ
う
き
あ
る

　そ
の
ひ
と
こ
と
で

　い
じ
め
ゼ
ロ
』

＊
『
大
事
だ
よ
　ゆ
う
気
を
も
っ
て
　止
め
る
声
』

＊
『
し
ら
ん
ぷ
り
　そ
れ
も
り
っ
ぱ
な
　い
じ
め
だ
よ
』

＊
『
心
の
手
　み
ん
な
で
つ
な
い
で
　い
じ
め
ゼ
ロ
』

“
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
”

標
語
優
秀
作
品
の
紹
介

　川
西
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
は
、
青
少
年
育
成
に

か
か
る
地
域
活
動
を
、
県
や

置
賜
地
区
と
と
も
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　８
月
は
、
明
る
い
山
形
県

民
運
動
、「
大
人
が
変
わ
れ

ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
運
動

と
と
も
に
「
い
じ
め
・
非
行

を
な
く
そ
う
」
や
ま
が
た
県

民
運
動
の
強
化
月
間
で
し

た
。　夏

休
み
に
町
内
の
小
中
学

校
か
ら
標
語
を
募
集
し
、
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
優
秀
作

品
候
補
と
し
て
15
点
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

 

９
月
30
日
、
置
賜
地
区
で

審
査
会
が
あ
り
、
地
区
代
表

に
、
川
西
か
ら
は
、
川
西
中

の
齋
藤
う
づ
き
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
今
後
、
広
報
啓

発
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

あ
べ
も
と
き 

さ
ん
（
小
松
小
１
年
）

坂
部
響ひ
び
き 

さ
ん
（
小
松
小
５
年
）

塩
野
星ほ
し 

さ
ん
（
小
松
小
5
年
）

青
木
陸り
く
と斗 

さ
ん
（
大
塚
小
４
年
）

安
部
由ゆ

か香 

さ
ん
（
大
塚
小
5
年
）

大
滝
陸り
く
と斗 

さ
ん
（
大
塚
小
６
年
）

那
須
美み
な
み南 

さ
ん
（
大
塚
小
６
年
）

飯
澤
蒔ま
き 

さ
ん
（
大
塚
小
６
年
）

奥
村
健け
ん
た太 

さ
ん
（
犬
川
小
１
年
）

す
ず
き
は
る
か 

さ
ん
（
中
郡
小
１
年
）

山
田
は
る
き 

さ
ん
（
中
郡
小
３
年
）

淀
野
蓮れ
ん 

さ
ん
（
高
山
小
２
年
）

石
栗
ゆ
う 

さ
ん
（
玉
庭
小
３
年
）

え
ん
ど
う
き
ょ
う 

さ
ん
（
吉
島
小
２
年
）

斎
藤
う
づ
き 

さ
ん
（
川
西
中
３
年
）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

5　町報かわにし 平成２５年１０月１５日
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　高
山
小
学
校
は
、
こ
の
よ
う
な

子
ど
も
た
ち
30
名
と
教
職
員
12

名
、
そ
れ
か
ら
20
戸
の
家
庭
の
協

力
、
約
１
４
０
戸
の
地
区
の
方
々

の
支
援
で
成
り
立
っ
て
い
る
学
校

で
す
。
昨
年
度
、
創
立
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　様
々
な
学
習
と
活
動
の
中
か
ら
、

特
徴
的
な
四
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

１ 

複
式
で
「
自
ら
学
ぶ
力
」
を

　３
、４
年
と
５
、６
年
は
複
式
学

級
で
す
。
国
語
や
算
数
の
時
間
に

は
、
担
任
は
半
分
の
時
間
し
か
直

接
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
以
外
の
時
間
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
学
習
を
進
め
、
教

え
合
い
、
学
び
合
う
時
間
で
す
。

　本
校
で
は
、
今
年
度
よ
り
、「
高

山
小
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い

う
複
式
授
業
ス
タ
イ
ル
を
手
が
か

り
に
し
て
、「
精
一
杯
考
え
仲
間

と
学
び
を
深
め
て
い
く
子
ど
も
」

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　複
式
の
よ
さ
を
最
大
限
に
生
か

す
た
め
、
単
式
学
級
の
１
、２
年

で
も
、
合
同
学
習
を
仕
組
み
、
関

わ
り
合
い
、
刺
激
し
合
い
な
が
ら

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　毎
年
春
に
開
催
し
て
き
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
主
催
、
大
字
会
共
催
の
「
高
山

地
区
青
葉
大
運
動
会
」
は
、
今
年

度
で
第
29
回
を
迎
え
ま
し
た
。
高

山
地
区
在
住
の
中
郡
小
学
校
の
み

な
さ
ん
と
共
に
、
高
山
地
区
民
と

一
体
と
な
っ
て
運
動
会
を
創
り
あ

げ
て
い
ま
す
。

　

　野
菜
作
り
は
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
方

に
、
稲
作
は
高
山
地
区
資
源
保
全

隊
の
方
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
栽
培
活

動
を
通
し
て
、「
命
の
た
く
ま
し

さ
」
や
「
命
の
つ
な
が
り
」
に
気

づ
い
て
い
き
ま
す
。

　地
域
で
生
き
る
方
々
の
後
ろ
姿

か
ら
、「
地
域
に
誇
り
を
持
っ
て

生
き
る
姿
勢
」を
学
ん
で
い
ま
す
。

　今
年
度
よ
り
、４
年
生
以
下
も
、

英
語
活
動
に
親
し
む
時
間
を
設
定

し
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
エ
リ
ー
先

生
と
英
語
で
遊
ん
だ
り
、
学
級
で

簡
単
な
英
語
の
歌
を
歌
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
異
文
化
に
親
し
み
、

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
態
度
の
素
地
を
養
っ
て
い

ま
す
。

　５
、６
年
生
は
、
ス
カ
イ
プ
を

使
っ
て
海
外
の
学
校
と
交
流
す
る

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

４ 

音
楽
で
つ
な
が
り
深
ま
る
絆

　今
年
度
39
年
目
を
迎
え
る
全
校

合
奏
は
、
本
校
最
大
の
特
色
的
活

動
で
す
。

　今
年
度
、
新
た
に
取
り
組
ん
で

い
る
曲
は
、
20
年
前
に
保
護
者
が

小
学
生
時
代
に
演
奏
し
た｢

昴｣

。

同
じ
曲
を
親
子
二
代
に
渡
っ
て
演

奏
す
る
方
も
い
ま
す
。

　10
月
に
入
り
、
伝
統
的
に
続
い

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
自
主
練
習

に
も
熱
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

　来
月
9
日
に
開
催
す
る
音
楽
見

本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
教
職

員
、
保
護
者
、
地
区
民
が
、
心
を

一
つ
に
し
て
発
表
す
る
演
奏
を
、

是
非
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

高山小学校児童数
１年生 　６人
２年生 　６人
３年生 　３人
４年生 　６人
５年生 　７人
６年生 　２人
 合 計  ３０人

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

　

～
“
笑
顔
”
と
“
対
話
”、“
め
あ
て
”
と
“
感
動
”
～

“
笑
顔
”
輝
く
子
ど
も
た
ち

“
対
話
”
で
温
か
い
心
を
伝
え
合
う
子
ど
も
た
ち

“
め
あ
て
”
に
向
か
っ
て
頑
張
る
子
こ
ど
も
た
ち

“
感
動
”
で
心
耕
す
子
ど
も
た
ち

一人一人が輝き

共に学び  響き合う学校

一人一人が輝き

共に学び  響き合う学校

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
44

－

２
８
２
２

10
月
29
日
㊋

　ミ
ニ
講
座

　元
気
な
体
を
作
ろ
う

○
講
師
：
町
栄
養
士

ワ
ン
コ
イ
ン
い
も
煮
会

○
参
加
費
：
５
０
０
円
（
要
予
約)

○
持
ち
物
：
お
に
ぎ
り
、
飲
み
物
、
敷
物 

11
月
７
日
㊍

　秋
の
自
然
物
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
！

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

＊
お
ぼ
ご
ん
カ
フ
ェ
（
子
育
て
サ
ロ
ン
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

10
月
18
日
㊎

　ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　○
参
加
費
：
２
０
０
円
（
要
予
約)

２ 

地
域
の
方
か
ら
学
ぶ

「
生
き
る
姿
勢
」

３
英
語
活
動
で

｢

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力｣

を
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　本町では、少子化傾向が続き児童数が減少しているため、将来における学
区再編のあり方について、「あすの川西町の小学校を考える協議会」を今年５
月に設置し、子どもたちにとってよりよい教育環境と学区再編のあり方につ
いて、検討を開始したところです。
　今後、協議会で検討するうえでの参考とするため、町民の皆さまから率直
なご意見、ご要望をお聞きしたいと考えております。
　つきましては、次の日程で各地区ごとに懇談会を開催しますので、多くの町民の方の参加をお願いします。

地 区 名 期　日 時　間 場　所
小松地区 １１月２８日㈭ 午後７時～８時３０分 中央公民館　視聴覚室
大塚地区 １２月　４日㈬ 午後６時３０分～８時 大塚地区交流センター治平館
犬川地区 １１月１４日㈭ 午後７時～８時３０分 犬川地区交流センターえぐべ
中郡地区 １２月　７日㈯ 午後２時～３時３０分 中郡地区交流センターみずほ
玉庭地区 １１月１９日㈫ 午後７時～８時３０分 玉庭地区交流センター四方山館
東沢地区 １１月２０日㈬ 午後７時～８時３０分 東沢活性化センター
吉島地区 １１月１５日㈮ 午後６時３０分～８時 吉島地区交流センターきらり

　平成２７年度から幼児期の学校教育・保育や、地域の子ども・子育て支援を総合的に
推進するための、子ども・子育て支援新制度がスタートします。
　川西町では、川西町子ども・子育て会議を設置し、皆様の子育ての状況や、ニーズを把握し、それに基づいた

「子ども・子育て支援事業計画」を新たに策定します。
　この子ども・子育て会議に参画していただく方を募集します。
■ 委員の役割　「川西町子ども・子育て会議」に出席していただき、これからの子ども・子育てのあり方につい
　　　　　　　て 話し合っていただきます。( 年３回程度、平日夜間に開催 )
■ 応募資格　　町内に住所を有する満２０歳以上の方（平成２５年１０月１日現在）で、
　　　　　　　 子育て中の方や、子ども・子育て支援について関心のある方
　　　　　　　 ※ただし、地方公共団体の議員、職員は応募できません。
■ 任　　期　　委嘱の日から平成２７年３月３１日まで
■ 応募方法　　応募用紙に必要事項を記入の上、下記まで郵送またはご持参ください。
　　　　　　　 応募用紙はホームページからダウンロードすることができます。
■ 応募締切　　平成２５年１１月５日㈫
■ 選考方法　　応募された方の中から必要に応じて面接を行い、選考します。
　　　　　　　 選考の結果はご本人にお知らせします。
■ 応募先及び問い合わせ先　〒９９９－０１９３　川西町大字上小松１５５９－３
問町教育総務課 子育て支援グループ ☎４２－６６７１／ＦＡＸ ４２－３１５９

問町教育総務課 教育総務グループ ☎４２－６６５９

　今年度から川西町立吉島小学校にことばの教室が開設されています。
　ことばの教室とは、ふだんは普通学級で学習や生活をしながら，週何回か決ま
った時間に通ってことばの指導をおこなう教室のことです。今までは米沢市や南
陽市にしか教室がありませんでしたので、専門の先生を配置する町内開設により、
きめ細やかな対応が可能となります。
　新装された教室のなかで先生とお子さん、一対一で楽しくかかわりながら、指
導をおこなっています。
問川西町立吉島小学校 ☎４４－２８４２　問川西町教育委員会 ☎４２－６６５９

募集人員
１ 名

　

　　応募用紙に必要事項を記入の上、下記まで郵送またはご持参ください。

▲８月の協議会の様子



まちからのお知らせ
town information

平
成
26
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

均
等
割
の
額
が
変
わ
り
ま
す

　東日
本
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①引上げ額：年額１, ０００円
　（県民税５００円、町民税５００円）
②適用年度
　平成２６年度から平成３５年度までの１０年間

　（参考）

今月もチェック漏れのないようにしっかり確認

税金の納期内納付を
お願いします

　今月は、町県民税第３期、国
民健康保険税第４期、介護保険
料第４期、後期高齢者医療保険
料第４期の納付月です。納期限
は１０月３１日（口座振替の方
は１０月２８日が振替日）にな
りますので、早めの納付や口座
残高の確認をお願いします。な
お、振替日を過ぎますと、再度
の振替はできなくなりますので
ご注意ください。
口座振替の確認を
お願いします

　最近、税金等の口座振替をし
ている方で、不動産等の所有者
や、世帯主者名に変更があった
方はいらっしゃいませんか？こ
のような名義が変わると、これ
までの口座から引き落としがで
きなくなる場合がありますの
で、変更のあった方は確認のう
え振替口座の変更をお願いしま
す。ご不明な点がありましたら、
町税務収納課までお問い合わせ
ください。
税金等の納め忘れは
ありませんか？

　現在、川西町では、税金等が
未納の方を対象に自宅を訪問し
ての納付催告を実施していま
す。万一納め忘れ等がありまし
たら、早急に納付いただくか町
税務収納課までご連絡をお願い
します。納付催告後、未納のま
まにしておきますと、差押等の
法的措置により強制的に納めて
いただく場合があります。
問町税務収納課 収納グループ 
☎４２－６６３４

～平成２５年度

　個人県民税 (※ ) ２，０００円
　個人町民税 ３，０００円

合　計 ５，０００円

平成２６年度～平成３５年度

　個人県民税 (※ ) ２，５００円

　個人町民税 ３，５００円

合　計 ６，０００円

※やまがた緑環境税（１，０００円）が含まれます。
根拠法令「東日本大震災からの復興に関し地方公
共団体が実施する防災のための施策に必要な財源
の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律」

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２

　出稼ぎに行かれる際には、「出稼労働者手帳」の交
付を受けましょう。手帳の有効期限は発行日より 3 年
間で、住所等の確認は 1 年間有効です。手帳の新規交
付及び再交付、また証明については町産業振興課まで
お越し下さい。

問町産業振興課 商工労政グループ ☎４２－６６４５

出稼労働者手帳は、次のような場合にご利用できます。
① 出稼ぎ者ご本人の身分証明書
② 雇用条件、労働条件等の確認
③ 賃金未支払内容の確認
④ 失業給付を受けるとき
⑤ 出稼労働者相談所、雇用促進センター、出稼労働
　 者センター等を利用するとき　など

出稼ぎに行く前に「出稼労働者手帳」の交付を受けましょうチェ
ック

償却資産の申告を正しくお願いします
　事業を行っている方については、その事業にかかる償却資産を固定資産と
して申告する義務があります。

　現在、償却資産の修正申告を受付けています。平成２４年
度分確定申告で償却資産を経費として計上している個人およ
び事業所については、お手持ちの償却資産計算表を確認の上、
申告をお願いします。

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２４

チェ
ック
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「社会保険料（国民年金保険料）
 控除証明書」が発行されます

～年末調整・確定申告まで大切に保管下さい～

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険
料控除の対象となります。その年の１月１日から１２月３１日までに納
付した保険料が対象です。この社会保険料控除を受けるためには、納付
したことを証明する書類の添付が義務付けられています。

平成２５年１月１日から９月３０日までの間に
国民年金保険料を納付された方について
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年
１１月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、年
末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（または領収証
書）を添付してください。

平成２５年１０月１日から１２月３１日までの間に
今年はじめて国民年金保険料を納付された方について
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が翌年の
２月上旬に日本年金機構本部から送付されます。

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保
険料控除に加えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明
書を添付のうえ申告してください。
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、
控除証明書のハガキに表示されている電話番号にお問い合わせくださ
い。

平成２５年１０月分からの年金額が
改定されます

　現在の年金額は、過去に物価が下落した際に、年金額を据え置いたこ
とで、本来の水準よりも２．５％高い水準（特例水準）となっています。
　平成２４年の法律改正で、平成２５年１０月、平成２６年４月および
平成２７年４月に段階的に特例水準を解消することにより、年金財政の
改善を図るとともに、将来の受給者となる若い世代にも考慮して、世代
間の公平を図ることとなりました。
　このため、平成２５年１０月分以降としてお支払いする年金額は、４
月から９月までの額から、マイナス１．０％の改定が行われます。改定
後の年金については、平成２５年１２月（１０月分、１１月分）からの
お支払いとなり、新しい年金額のお知らせは、年金振込通知書と一体と
なった年金額改定通知書（ハガキ）で、１２月４日以降に日本年金機構
から、年金受給者に順次送付されますので、ご確認ください。

問日本年金機構 米沢年金事務所　 ☎０２３８－２２－４２２０
問町住民生活課 住民生活グループ ☎０２３８－４２－６６１５

米沢税務署より　　　
各種説明会のご案内　　　

記帳説明会
　平成２６年１月以降、事業所得、
不動産所得及び山林所得を生ずべ
き業務を行う全ての方に記帳・帳
簿等の保存が義務づけられたこと
から、税務署では制度の概要や記
帳の仕方等について記帳説明会を
次のとおり開催します。
■ 日時　１０月２４日㈭
　 午後２時～（９０分程度）
■ 場所　川西町農村環境改善
　 センター　大ホール
問米沢税務署 個人課税第一部門
☎０２３８－２２－６３２０

（内線５２、５３）
※音声案内で２番を選択。

年末調整会
■ 日時　１１月１２日㈫
　午後１時３０分～（約２時間）
　※受付は３０分前から
■ 場所　南陽市役所大会議室
■ 対象　法人及び個人の源泉
　　　　 徴収義務者
■ 携行資料　年末調整のしかた
　（１０月下旬に郵送予定）
■ その他
　ご都合がつかない場合は、
　１１月１３日㈬①午前１０時～
　②午後１時３０分～の説明会　
　（伝国の杜〈置賜文化ホール〉）
　への出席が可能です。
問米沢税務署 法人課税部門
☎０２３－２２－６３２０
※音声案内で２番を選択。

チェック

チェック

年末の繁忙期も
スムーズに解決！

川西町で開催！

各種説明会のご案内　　　

11 月 11 日㈪～ 17 日㈰は
「税を考える週間」です！
　期間中は、税の役割や国税庁の
ＩＣＴ化・国際化に対する諸施策
について紹介します。
　国税庁ホームページに税務署の
仕事を掲載しています。
http://www.nta.go.jp
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１１月９日 土～１５日 金
秋の火災予防運動

『消すまでは　心の警報　ＯＮのまま』

　１１月９日㈯から１５日㈮までの７日間、全国一斉
に秋季火災予防運動が実施されます。
　これからの季節は、ストーブなどの暖房器具を使用
する機会が多くなります。ストーブに給油する時には
火を消すなど取扱いには十分注意しましょう。
　また、平成２３年６
月１日から住宅用火災
警報器の設置が義務化
されています。設置さ
れていないご家庭は早
急に設置し、火災から
身を守りましょう。
問川西消防署 ☎４２－３７００

　　　地価調査の結果については、町役場で簡単に
　　　閲覧できます
　地価調査の基準地価格、基準地が接する道路の種類・
幅員、基準地の周辺の土地利用状況等を詳しく記載し
た冊子は町企画財政課及び県庁で、閲覧できるように
なっています。
また、県のホームページでもその内容を公開しています。

【対前年度変動率】　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
住宅地 宅地見込地 商業地 工業地 全用途

川西町平均 ▲ 2.7 ▲ 4.0 ▲ 3.1

山形県平均 ▲ 2.7 ▲ 4.3 ▲ 3.4 ▲ 3.1 ▲ 2.9

【川西町基準地の標準価格】　　　　　　（単位：円 /㎡、％）
基準地の所在 本年価格 前年価格 変動率

上小松字平谷地5095番502外1筆 7,300 7,500 ▲ 2.7
上小松字六角 2524 番 11,100 11,400 ▲ 2.6
上小松字町裏 1611 番 18 21,500 22,400 ▲ 4.0

平成２５年度地価調査結果
　９月２０日に県から平成２５年度地価調査結果が公表
されました。本町に関するものは次のとおりです。

問町企画財政課 政策調整グループ ☎４２－６６９５

　　　一定面積以上の土地について売買等の取引を
　　　する場合は届出が必要です
　都市計画区域内は５０００平方メートル、都市計画
区域外については１万平方メートル以上の土地の売買
等を行う場合、契約を結んだ後２週間以内に届出が必
要ですので、買主の方が必ず町企画財政課に届けてく
ださい。

　　　　　　地価調査とは？

　県内全市町村を対象として、各
地域で基準となる土地（基準地）
を選んで、その適正な土地価格を公表するもの
で、土地を売買する際の目安にしていただくも
のです。
　また、地価調査価格は、国・地方公共団体等
が公共用地等を買収する場合の基準とするほか、
国土利用計画法に基づいて土地売買の届出が
あった土地の取引価格の審査・分析をするとき
の基準とされるもので、適正な地価の形成に大
きな役割を果たしています。

　　　　　　　　　　　　

指名手配被疑者の検挙にご協力を！
～全国の警察から約 830 人が
　　指名手配されています～

　警察では、早期検挙に向け取り組んでいるところで
すが、この捜査活動には、県民の皆さまのご協力が是
非とも必要です。ご協力をお願いします。
問米沢警察署 刑事第一課
☎０２３８－２６－０１１０（内線３３１）

煙害の防止にご協力ください
　稲わらや籾殻の焼却は、農作業
を行う上でやむを得ないものとし
て、野焼き禁止の例外とされてい
ますが、その煙によって周辺の視
界が遮られ交通障害を招くほか、
宅地と隣接している場合は煙や灰
が原因で喘息などの健康障害を引
き起こす可能性があり、多くの苦
情が寄せられています。
　やむを得ず焼却する場合には風向きや焼却量な
どに注意し、生活環境や交通安全に支障がないよ
うご協力をお願いいたします。
問町住民生活課 環境衛生グループ
☎４２－６６１８
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農業用ビニール等を回収します
　川西町農業用使用済プラスチック適正処理推進協議
会では、環境保全の取り組みとして廃棄処分する農業
用ビニール等を有償で回収しますので、指定場所まで
ご持参ください。
■ 日　　時　１１月１１日㈪、１２日㈫

【１１日】午前９時２０分～１１時３０分
　　　　 午後１時～２時３０分

【１２日】午前９時～１１時３０分
　　　　 午後１時～２時３０分
■ 場　　所
川西町埋蔵文化財資料展示館北側駐車場　　　　　

（川西町上小松８１３－１）
■ 処理料金
①良質リサイクル品・・・無料
　（リサイクルできるきれいなもの）
②リサイクル品・・・４５円／ｋｇ（税別）
　（農ビ・農ポリ・マルチ・肥料袋・育　苗箱等）
③再生不向き品・・・１２００円／専用袋（税別）
　（ホース・反射シート・不織布・ブル　ーシート等）
■ 取 扱 物
農業用ビニール・ポリ・プラスチック等
問町産業振興課 農業グループ 生産振興担当
☎４２－６６４１
問ＪＡ山形おきたま川西支店 振興担当
☎４２－２１５０

水道メーター検針についてのお願い
　時節柄、これから雪囲いをされるご家庭も多いかと
思われますが、雪囲いをされる場合には水道メーター
検針の支障とならないようご配慮をお願いいたします。
　なお、１１月の検針を最後に冬期間はメーター検
針を行わず、概算水量（１０・１１月使用水量の平
均水量）にて上下水道使用料を納付いただくことに
なりますのでご理解をお願いいたします。
問町地域整備課 上水道グループ ☎４２－６６５３

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
９月２６日

地上から
の高さ

場　　　所
小松小
学校

大塚小
学校

犬川小
学校

中郡小
学校

高山小
学校

玉庭小
学校

東沢小
学校

吉島小
学校

川西中
学校

１００㎝ ０．０９ ０．１０ ０．１０ ０．０９ ０．１１ ０．１０ ０．０８ ０．１１ ０．１０

　５０㎝ ０．１０ ０．０９ ０．１０ ０．０９ ０．１１ ０．０９ ０．０８ ０．１０ ０．１０

町内小中学校グラウンド空間放射線量 問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

問町教育総務課 教育総務グループ ☎４２－６６５９

指定食材
サトイモ（新潟県産）

※９月１９日川西町立川西中学校
献立食材

食材 No． 給食－０９１８－川西－３－サトイモ

検査日
及び単位

（ベクレル/ｋｇ）
９月１７日

ヨウ素 不検出（＜７．４）

セシウム 134 不検出（＜６．７）

セシウム 137 不検出（＜９．１）

県外産食材の学校給食放射性物
質検査の結果について

羽前小松駅窓口の休業日が変わります
　昨年より、第１・３日曜日は窓口営業を休業して
おりましたが、平成２５年１２月１日より窓口休業
日を第２・４日曜日に変更します。
　羽前小松駅で切符や定期券をお求めの方は、窓口営業
日に購入していただきますようよろしくお願いします。
問まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

川西農業振興地域整備計画の
総合見直し延期に伴う農振除外等の
受付を開始します

現在の駅舎が新しく生まれ変わるため今月から

工事に入ります。工事期間中、ご不便をおかけ

しますがよろしくお願いします。

　町では、国道バイパス等の公共事業本格化に伴う
農振除外手続きが想定されることから、農業振興地
域の総合見直しを延期し、停止を予定していた平成
２５年１１月２０日受付分について再開します。
　今後は、通常通りの農振除外の申請受付（６月１
５日と１１月２０日の年２回）となります。
　なお、農振除外等の手続きについては一定の期間
が必要になりますので、農地に住宅等を建てる計画
のお持ちの方については、お早めにご相談ください。
問町農地課 農地グループ ☎４２－６６０５
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介護予防教室「すこやか塾」
■ 対 象 者 　６５歳以上の方
■ 期　　日　１１月８日㈮
■ 内　　容　「体をお手入れして、
　　　　　　　明日を元気に迎えよう☀」
■ 講　　師　フィットネス・アドバイザー 秋葉早緒氏
■ 場　　所　農村環境改善センター
■ 時　　間　午前９時４５分～１１時３０分
■ 申込締切　１０月３０日㈬
■ 申　　込　定員３０名（希望者に送迎あり）
電話にて下記問い合わせ先まで申し込みください。
申込多数の場合、初回参加者を優先させていただき
ますのでご了承ください。
申込後、参加決定の通知を郵送いたします。
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

　聞いてみよう！薬剤師さんが語る

　ジェネリック医薬品講演会
■ 日　　時　１１月７日㈭
　　　　　　 午後 2 時講演（午後 1 時受付）
■ 場　　所　川西町農村環境改善センター
■ 講　　師　薬剤師 奥山弘明氏（天神森調剤薬局）

「ジェネリック医薬品って何だろう？」
「どうしてジェネリック医薬品を使うの？」
「ジェネリック医薬品を処方してもらうには？」
など、身近な薬剤師さんにお話しいただきます。
●講演前は「すこやか広場」をご利用ください。
○血圧測定　　○加速度脈波検査　　○健康相談
○健康食の試食　　○簡易骨密度検査（先着２０名）
各種検査のほか、普段の健康に関する疑問、心配事
について、町の保健師と山形大学医学部附属病院の
看護師さんがお答えします！
■ 申込締切　１０月２１日㈪
■ 申　　込　下記問合せ先までお申し込みください。
問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０ 
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健康保険の対象となる場合
○骨折、脱臼、打撲、ねん挫（いわゆる肉離れを含む）の施術
　（骨折および脱臼については、緊急の場合を除き、あらかじめ医師の同意が必要です。）
○骨、筋肉、関節のケガや痛みで、その負傷原因がはっきりしているとき。
　【主な負傷例】日常生活やスポーツ中に転んでひざを打ったり、
　　　　　　　  足首をひねったりして急に痛みがでたとき。

施術を受けるときは
○単なる肩こり、筋肉疲労などに対する施術は保険の対象になりません。
　このような症状で施術を受けた場合は全額自己負担になります。
○接骨院や整骨院では、患者さんは自己負担分を柔道整復師に支払い、柔道整復師
　は患者さんに代わって残りの費用を保険者に請求する「受領委任」という方法が
　認められており、多くの整骨院・接骨院等の窓口では、病院・診療所にかかった
　ときと同じように自己負担分のみ支払うことにより、施術を受けることができます。
　柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を行うため、施術を受けるときには、
　必要書類に患者の方のサインをいただくことが必要となります。

問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

参加費用
無　料

■ 日　　時　１０月２９日㈫
　　　　　　 午後１時３０分～午後３時
■ 場　　所　生きがい交流館
■ 内　　容　家庭で起こりうる事故の対処法とやす

らぎをもたらす足浴効果について体験
を交えて学習します。

■ 参加対象　川西町在住で在宅介護を行っている方
　　　　　　 介護に関心のある方

■ 申込締切　１０月２２日㈫
■ 申込方法　電話による受付
問社会福祉法人 川西町社会福祉協議会
☎４６－３０４０
＊交通手段のない方はご相談
　ください。
＊参加者には応急手当役立ち
　グッズを進呈します。

　 第２回川西町家族介護教室『家庭で介護を担う人のために』
無　料

問社会福祉法人 川西町社会福祉協議会
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正しい知識と理解を深める
ための教室を３つご紹介！1
2

3
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後期高齢者歯周疾患
検診について

■ 対 象 者
平成２４年度中に７５歳に達した
被保険者（昭和１２年４月１日か
ら昭和１３年３月３１日までに生
まれた方）
※すでに歯周病で治療中の方や定
　期検診を受けている方は、対象
　となりません。
■ 受診方法
①７月下旬に対象者あて「受診券」、
　「受診票」等の必要書類を送付
　しています。
②対象者が歯科医療機関に直接予
　約し受診します。
■ 実施時期
平成２５年８月１日から
　　　　１２月３１日まで
問山形県後期高齢者医療広域連合
事業課 給付係
☎０２３７－８４－７１００

まちからのお知らせ
town information

高齢者の肺炎球菌予防接種
■ 助成期間
平成２６年３月３１日まで
■ 対 象 者
川西町に住所があり、接種日に満７５歳以上の方
※次の項目に当てはまる方は除きます。
○過去に町の助成を受けて肺炎球菌予防接種を受けた方
○肺炎球菌予防接種に対し健康保険の適用がある方
■ 助 成 額
町からの助成額は３，０００円（一人につき 1 回限り）になります。
接種費用との差額は自己負担になります。
■ 手続き方法
電話等により下記申込先に「助成券」の交付を申し込んでください。
※インフルエンザ予防接種を受けた後、肺炎球菌予防接種を受ける場
合には 6日以上の間隔をあける必要がありますのでご注意ください。
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高齢者インフルエンザ予防接種
■ 対 象 者
①川西町に住所を有する、予防接種日において満６５歳以上の方
②川西町に住所を有する満６０～６４歳で、心臓、じん臓又は呼吸器
　の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害を有
　する方等。（身体障害者手帳１級程度）なお、確認が必要ですので
　身体障害者手帳等を医療機関窓口に提示してください。
※東日本大震災により避難されてきた方で高齢者インフルエンザ予防
　接種を希望される６５歳以上等の方は、お手数ですが町健康福祉課
　までご連絡をお願いします。
■ 助 成 金
１，０００円　１人１回限り
（接種費用との差額は自己負担になります。）
※生活保護受給者：接種に係る費用全額
　生活保護受給者の方は、必ず事前に町健康福祉課までご連絡ください。
■ 接種費用
南陽市東置賜管内　３，０００円
※その他の地域の金額については、希望する医療機関にお尋ねください。
■ 接種期間
平成２５年１０月１５日～平成２６年１月３１日
■ 接種方法
①置賜地域の医療機関で接種する方
　医療機関に直接ご予約の上、接種してください。予診票は医療機関
　に置いてあります。住所・年齢の確認のため医療証又は保険証等を
　ご持参ください。
②置賜地域以外の医療機関（山形市など）で接種する方
　町健康福祉課にてお手続きください。予診票等必要書類をお渡しい
　たします。受付期間は、平成２５年１０月１５日～平成２６年１月
　２５日までです。

検診について

問町健康福祉課 健康グループ 
☎４２－６６４０

13　町報かわにし 平成２５年１０月１５日



農産物加工チャレンジ講座
～大型調理機械で作ってみよう～　　　　

　山形県立置賜農業高等学校食品加工実習室の大型調理機械で、米粉
のお菓子や野菜を使った加工品を作ってみませんか？
　町では、農作物の加工や６次産業化、女性農業者の起業促進に力を
入れています。今回は、全２回講座で、大型調理機械を使っての加工
に挑戦します。普段はなかなか使用する機会のない、大型ミキサーや
大型オーブンを使用します！！興味のある方は、ぜひ下記までお申し
込みください。
■ 期　　日　【第１回】１１月１１日㈪　午後１時３０分～４時３０分
　　　　　　 【第２回】１２月　７日㈯　午後１時３０分～４時３０分
■ 内　　容　【第１回】　米粉を使ったお菓子の製造
　　　　　　 【第２回】　野菜を使った加工品の製造
　　　　　　 （全２回講座　※２回の受講を基本とします。）
■ 対 象 者 　農産物加工に興味をお持ちの方
　　　　　 　（応募多数の場合は、女性農業者の方を優先させていただきます。）
■ 場　　所　山形県立置賜農業高等学校　食品加工実習室
■ 申込方法　電話にて右記まで
■ 申込期限　１０月３１日㈭

障がい者福祉制度研修会
　川西町の障がい者福祉制度について
の研修会を下記のとおり開催します。
お気軽にご参加ください。
■ 日　　時　１０月３０日㈬
　　　　　　 午後１時３０分～３時
■ 場　　所　生きがい交流館
　　　　　　（羽前小松駅東側）
■ 対 象 者 　障がい者・障がい者の家族、
　　　　　 　関心のある方
■ そ の 他 　研修会終了後、相談コーナーを設けます。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

　障がい者・障がい者の家族、

■ 講　　師　河原俊雄 氏
～プロフィール～
平成２５年３月まで山形県立置賜農業
高等学校にて食品加工について指導。
山形県高畠町で無農薬米作りの傍ら、
川西町劇団菜の花座座長を務めるなど
多方面で活躍中。
問町産業振興課 ６次産業推進室
☎４２－６６９６ 

▲食品加工実習室 大型調理機械

食産業人材育成セミナーⅢ
　そば打ちの魅力と技術を学ぶ、食
産業に関するセミナーを開催します。
　なお、詳しい講座内容は下記まで
お問い合わせください。
■ 期　　日　１１月６日㈬、１１月２０日㈬
　　　　　 　（２回講座）
■ 場　　所　川西町農村環境改善センター
■ 講　　師　松田伸一氏（ふるさと寒河江そば工房）
■ 申込方法　電話で下記まで
■ 申込期限　１０月２８日㈪
問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２－６６９６

募集人数
２０名
参加無料

募集定員
２０名
参加無料

■ 対象世帯
○６５歳以上の高齢者のみの世帯
○身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福

祉手帳を有する者のみの世帯
■ 交付要件　※生活保護世帯は対象となりません。
○自力で除雪ができないうえ、親族や近隣等からの援

助が受けられない状況であること
○世帯全員が平成２５年度町民税非課税であること

■ 助成内容
【助成額】１世帯ひと冬当たり２８，０００円まで
　　　　（玉庭、東沢地区のみ４２，０００円）
※助成額を超えた分については、自己負担となります。
■ 申込方法
地区担当民生委員を通して、申請書を町健康福祉課に
提出ください。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

高齢者等世帯の雪下ろし等を援助します
　自力で除雪をすることができない高齢者や心身障がい者の世帯に対し、
除雪援助員を派遣するとともに、一定の費用を助成します。
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申込者募集
“ほっ”とあったまる
各種催し・講座・研修会・
除雪援助などをご紹介します。

アーリークリスマス婚
クリスマス直前・・・
イヴは素敵な相手と過ごしませんか？　 
■ 日　　時　１２月８日㈰  午後１時～５時
　　　　　　 （受付：１２時３０分～）
■ 場　　所　犬川小学校体育館
■ 会　　費　【男性】３，０００円
　　　　　　 【女性】２，０００円
　　　　　　 （女性に限り２名以上でお申し込みの
　　　　　　  場合５００円割引）
■ 対　　象　【男性】川西町在住または川西町内勤務で
　　　　　　　　　　結婚を前向きに考えている独身の方
　　　　　　 【女性】結婚を前向きに考えている独身の方
■ 申込方法　電話・ＦＡＸ・メール・申込書
■ 申込締切　１１月２２日㈮
　　　　　　 定員になり次第締め切らせていただきます。
■ 内　　容　１対１自己紹介、フリータイム、ミニゲーム、
　　　　　　 マッチング　　など

シャンパンで乾杯などした後は、ケーキやフルー
ツを食べながら楽しく語り合い、ミニゲームで
盛り上がりましょう！！

■ 服　　装　普段着で結構です。
　　　　　　（清潔感のある、印象の良い服装）
※アルコールも用意されておりますので交通手段にはご留意ください。
問川西町いぬかわ振興協議会（犬川地区交流センターえぐべ内）
☎４２－２６４２　ＦＡＸ  ４２－２６６４
※受付時間：電話・申込書　午前８時３０分～午後５時
えぐべ HP http://www5.omn.ne.jp/~inukawa/
メール inukawa@ms5.omn.ne.jp

定 員
男 女 各
１２名

ママさんバレー
部員募集！
　運動不足解消、健康づくりにバレーボー
ルをしませんか。ママさんバレーは９人制
です。ネットも低くポジションも固定、誰
でも気軽に楽しめます！既婚者に限らず未
婚者も大歓迎！お子様連れも大歓迎です！
■ 練 習 日　毎週火・土曜日
　　　　　　午後８時～ １０時
　　　　　 （現在吉島小学校体育館に付き
　　　　　　午後７時 30 分～９時 30 分）
■ 練習場所　旧川西二中体育館
　　　　　 （現在屋根修理中のため吉島小
　　　　　　学校体育館で行っています。）
問マイマイスポーツクラブクラブハウス

（吉島地区交流センター内）
☎４４－２８４０

～山野草とクマの生態を学ぶ～

秋の里山 ･下小松古墳群研修
　里山の自然に親しんでもらうため、下小松古墳群を会場に山
野草とクマの生態について研修を行います。どなたでも参加で
きますので、ぜひご参加ください。
■ 日　　時　１０月１９日㈯　午前１０時～正午
■ 集合場所　下小松古墳群ふれあい広場
■ 研修内容　①「下小松古墳群の山野草について」
　　　　　　　　（講師：白壁洋子氏）
　　　　　　 ②「野生動物との共存～クマの生態について～」
　　　　　　　　（講師：草刈広一氏）
※研修終了後、交流を深めるため芋煮会を行います。芋煮会に
　参加する場合、会費として１，５００円を当日負担下さい。
■ 参加申込　下記までお申し込みください。
問里山と下小松古墳群を守る会　青木まで
☎０９０－７３２９－４４８８　

ありがとうの感謝を込めて

今年最後の

「こまつ市」開催！

１１月９日 土 朝７時～８時３０分
場所　中央公民館

大抽選会開催！
※抽選会には
ポイントカードが
必要です。

最後なの！？

行くしか　

ないわね！
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母子健康手帳交付
〈期　　日〉１１月１１日㈪、２５日㈪
〈受付時間〉９：００～１６：３０
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持  ち 物〉母子健康手帳

ママパパ教室
〈期　　日〉１１月１２日㈫
〈受付時間〉１３：１５～１３：３０
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉１１月５日㈫まで電話で申し込み
〈持  ち 物〉母子健康手帳

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康グループ
☎４２－６６４０

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉１１月１３日㈬
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２５年１月～２月生まれの幼児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ
※日中保育されている方も付き添ってください。

１歳６か月児健康診査
〈期　　日〉１１月１５日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２４年４月～５月生まれの幼児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ、問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。

各種検診（呼吸器・特定健診等）

〈期　　日〉１１月２２日㈮、２５日㈪
〈場　　所〉川西町農村環境改善センター
〈受付時間〉７：３０～９：００
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※特定健診等を受ける方は、保険証が必要です。

はつらつ健康教室
〈期　　日〉１１月１９日㈫、２１日㈭
〈受付時間〉９：３０～９：４５
〈場　　所〉中央公民館
〈対 象 者〉健康診査を受けた７５歳以上の方、その他希望者
〈内　　容〉健康診査の説明、健康体操
〈講　　師〉健康運動指導士等
※動きやすい服装でお越しください。

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１１月１４日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉①平成２３年１１月生まれの幼児

【受付時間】９：２０～９：３０
②平成２４年９月、平成２３年５月、

平成２２年１１月生まれの幼児ほか
【受付時間】９：３０～１０：００

③妊婦及び夫
【受付時間】９：５０～１０：００

〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

子宮がん検診・乳がん検診
〈期　　日〉１１月１２日㈫、２７日㈬
〈受付時間〉１３：００～１３：２０
〈場　　所〉南陽検診センター
※詳細は個人通知書をご覧ください。

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★
休日や夜間の受診はなるべく控えましょう
　休日・夜間の急なお子さんの病気にどう対処したらよ
いのか、病院の診療を受けたほうがいいのか判断に迷っ
た時は、小児救急電話相談（♯ 8000）を利用しましょう。
小児科医師・看護師へ電話による相談ができます。

子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します
１０月末で更新が必要な方は、
１歳児から小学６年生までの誕生日が
１０月２日から１１月１日生まれ の方です。

〈受　　付〉１０月２５日㈮～１０月３１日㈭
〈持 ち 物〉①印鑑　②お子さんの健康保険証
③平成２５年１月１日に本町に住所がない方は、扶
養者の平成２４年分の所得額と控除額のわかる書類
※証の有効期限は、お子様の誕生月の末日までとなっ
ています。有効期限切れの証を医療機関で提示する
と、自己負担額を請求される場合がありますので、有
効期限が切れる前にすみやかに更新手続きください。
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い
合わせください。
問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

献血

〈対 象 者〉１６～６９歳の健康な方
〈持 ち 物〉献血カード

期日・献血時間 場　所
１１月１日㈮
１３：３０～１５：３０ 公立置賜総合病院

１１月１５日㈮
９：３０～１２：００
１３：３０～１５：３０

県立置賜農業高等学校
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健康情報ひろば

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

認知症を理解しよう　～増える認知症高齢者～
　認知症とは・・病気などが原因で脳の細胞が死んだり
働きが悪くなったりして記憶や注意力、判断力といった
認知機能が低下し生活に支障がでている状態をいいます。
原因となる病気は７０種類程度。記憶障害が主となる
アルツハイマー型認知症が全体の６７. ６% と最も多く、
次いで脳梗塞などが原因となる脳血管性が１９. ５%、幻
視などを伴うレビー小体が４. ３%。

　全国の認知症高齢者は２０１２年度で
４６２万人と推計されました。６５歳以上の
高齢者約３０, ７９７万人の１５％にあたり
６５～６９歳では２. ９%、８５歳以上では 4
割を超え、男性より女性に多い傾向です。

　認知症を発症する前段階とみら
れる軽度認知障害（ＭＣＩ）の高
齢者が約４００万人と推測されて
います。これは本人や家族から記
憶力低下などの訴えがありますが
日常生活には支障がない状態で将
来認知症を発症する可能性のある

「予備軍」と言われています。

認知症の方を介護する方
のつどいのご案内
■ 日時　１１月２０日㈬
　　　　 午後１時３０分～３時
■ 場所　生きがい交流館

年齢別に見た認知症の人の場合

次回は「もの忘れの自己診断」を掲載します。

認知症の原因疾患の内訳

アルツハイマー型
６７．６％

前頭側頭型
１．０％

レビー
小体型
４．３％

その他
７．６％

脳血菅性
１９．５％

年齢別に見た認知症の人の場合 ８５歳以上になると約４割
に認知症がみられる

全員が認知症に
なるわけでは
ないのです。
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自
動
車
事
故
被
害
者
の

救
済
制
度

　自
動
車
事
故
で
重
度
の
後
遺
症

が
残
っ
た
方
や
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
（
加
害
者
・
被
害
者
問
わ
ず
）

の
ご
家
族
を
救
済
す
る
た
め
、
次

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制

度
（
無
利
子
貸
付
）】

▼
貸
付
金
額
：
一
時
金
15
万
５
千

円
　月
々
２
万
円

▼
貸
付
要
件
：
市
町
村
民
税
が
非

課
税
か
又
は
均
等
割
の
み
課
税

等
▼
対
象
者
：
０
歳
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
お
子
様

▼
利
子
：
無
利
子

▼
返
還
方
法
：
割
賦
に
よ
る
20
年

以
内
の
均
等
払
い

※
高
校
や
大
学
へ
進
学
す
る
場
合

は
返
還
の
猶
予
あ
り
。

【
介
護
料
支
給
制
度
】

▼
受
給
資
格
：
自
動
車
事
故
に
よ

り
、
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ

た
た
め
常
時
又
は
随
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
方

▼
支
給
額
：
月
額
２
万
９
２
９
０

円
～
13
万
６
８
８
０
円
（
障
害

の
程
度
、
介
護
に
要
す
る
費
用

に
応
じ
て
支
給
）

▼
申
込
・
問
自
動
車
事
故
対
策
機

構 

山
形
支
所

☎
０
２
３

－

６
０
９

－

０
５
０
０

東
北
療
護
セ
ン
タ
ー

　

入
院
施
設
の
ご
案
内

　自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
を
損

傷
し
、
重
度
の
精
神
神
経
障
害
が

継
続
す
る
状
態
に
あ
り
、
治
療
及

び
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

の
入
院
施
設
が
あ
り
ま
す
。

問
東
北
療
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２

－

２
４
７

－

１
１
７
１

お
き
た
ま
Ｇ
Ｏ
！
よ
り

新
コ
ー
ナ
ー
ご
案
内

　エ
フ
エ
ム
Ｎ
Ｃ
Ｖ
お
き
た
ま
Ｇ

Ｏ
！
で
は
、
東
南
置
賜
２
市
２
町

（
米
沢
市
・
南
陽
市
・
高
畠
町
・

川
西
町
）
を
放
送
エ
リ
ア
に
身
近

な
情
報
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
度
、
平
日
朝
の
生
放
送
番

組
内
で
「
広
報
な
な
め
読
み
」
と

題
し
た
新
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま

す
。
２
市
２
町
の
広
報
誌
の
内
容

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
聞
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
周
波
数
：
83
・
４
Ｍ
Ｈ
ｚ

▼
放
送
日
時
：
毎
週
月
曜
日

　（こ
の
う
ち
川
西
町
は
16
日
～

月
末
で
放
送
）

　午
前
８
時
17
分
～
８
時
25
分

　「Ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
ク
ロ
ー
バ
ー
」

内
で
ご
紹
介

問
㈱
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
米
沢
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
５
２
５

全
国
障
害
者
美
術
・
文

芸
作
品
展
の
作
品
募
集

▼
募
集
内
容
：【
美
術
部
門
】
絵

画
、版
画
、彫
刻
、工
芸
、陶
芸
、

書
道
、
写
真
、
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト

　【文
芸
部
門
】
詩
、短
歌
、俳
句
、

川
柳

▼
応
募
対
象
：
障
が
い
の
あ
る
方
、

ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
方
を
含

む
グ
ル
ー
プ

▼
作
品
受
付
期
間
：
10
月
31
日
㈭

ま
で

▼
応
募
方
法
：
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品
を

応
募
用
紙
・
完
成
後
の
写
真
１

枚
と
一
緒
に
郵
便
ま
た
は
宅
急

便
に
よ
り
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

及
び
作
品
規
格
な
ど
の
詳
細
は

『
第
13
回
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
や
ま
な
し
大
会
』
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
送
付
先
：
〒
４
０
０

－

８
５
３
５

　山
梨
県
甲
府
市
北
口
２

－

６

－

10

　株
式
会
社
ア
ド
ブ
レ
ー
ン
社

　

企
画
制
作
局
事
業
部
ま
で

問
第
13
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文

化
際
や
ま
な
し
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局

☎
０
５
５

－

２
２
３

－

１
４
６
１

防
衛
省
・
自
衛
官

　
　

候
補
生
募
集

▼
募
集
種
目
：
陸
・
海
・
空

　自

衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
応
募
資
格
：
平
成
26
年
４
月
1

日
現
在
で
18
歳
～
27
歳
未
満
の

方
▼
採
用
予
定
人
員
：
県
内
約
30
名

▼
受
付
期
間
：
９
月
９
日
㈪
～

　

11
月
27
日
㈬

▼
試
験
日
：
12
月
１
日
㈰

▼
試
験
場
所
：
要
問
い
合
わ
せ

▼
採
用
説
明
会
：
説
明
種
目
・

　

自
衛
官
候
補
生
・
高
等
工
科
学

校
生
徒

募

　
集

　○
日
時
：
10
月
27
日
㈰

　午
後

１
時
～
３
時

　○
場
所
：
中
央

公
民
館
２
０
１
号
室

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

求
職
者
の
た
め
の
公
共
職

業
訓
練
・
受
講
生
募
集

▼
訓
練
期
間
：
平
成
26
年
１
月
７

日
㈫
～
６
月
30
日
㈪

▼
場
所
：
山
形
職
業
訓
練
支
援

セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
漆
山

１
９
５
４
）

▼
内
容
：
募
集
科
名
①
テ
ク
ニ
カ

ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科
（
各
種
溶

接
作
業
の
職
業
訓
練
）

　②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

（
大
工
作
業
の
基
本
等
の
職
業

訓
練
）

▼
対
象
・
定
員
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
登
録
を
し
て
い
る
方

　①
17
名

　②
18
名

▼
費
用
：
受
講
料
は
無
料
（
た
だ

し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己

負
担
）

▼
募
集
期
間
：
11
月
１
日
㈮
～

　

11
月
28
日
㈭

▼
申
込
方
法
：
必
ず
職
業
相
談
を

受
け
た
上
で
の
お
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形

☎
０
２
３

－

６
８
６

－

２
０
１
６

採
用
試
験
等
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広 

告

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
を
お
手
伝
い

　山
形
県
労
働
委
員
会
は
、
一
人

ひ
と
り
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

　公
益
・
労
働
者
・
使
用
者
代
表

の
三
委
員
が
当
事
者
双
方
の
主
張

を
詳
し
く
お
聞
き
し
、
話
し
合
い

で
の
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。
無

料
・
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
ま
ず

は
お
電
話
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
山
形
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
９
３

問
置
賜
総
合
支
庁
労
働
相
談
窓
口

☎
０
２
３
８

－

２
６

－

６
０
９
７

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

▼
相
談
専
用
電
話
：

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
除
く
）

問
山
形
財
務
事
務
所

☎
０
２
３

－
６
４
１

－

５
２
０
１

知
財
総
合
支
援
窓
口

▼
相
談
内
容
：
特
許
や
商
標
な
ど

の
出
願
手
続
き
方
法
や
費
用
／

先
行
技
術
や
先
願
商
標
の
調
査

方
法
／
知
的
財
産
権
に
よ
る
技

術
等
の
保
護
手
段
／
知
的
財
産

で
保
護
を
図
り
な
が
ら
の
ブ
ラ

ン
ド
確
立

　な
ど

▼
相
談
専
用
電
話
：（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０

－

０
８
２
１
０
０

▼
窓
口
開
設
場
所
：
一
般
社
団
法

人
山
形
県
発
明
協
会
（
山
形
市

松
栄
２

－

２

－

１
山
形
県
高
度

　技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
）

▼
窓
口
開
設
時
間
：
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

問
一
般
社
団
法
人
山
形
県
発
明
協
会

☎
０
２
３

－

６
４
４

－
３
３
１
６

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

▼
日
時
：
10
月
24
日
㈭

　午
前
10
時
～
12
時

▼
会
場
：
生
き
が
い
交
流
館

　（羽
前
小
松
駅
東
）

問
行
政
書
士
会
川
西
分
会

星
野
謙
司

　☎
44

－

２
４
７
７

労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー
及
び

年
金
・
労
働
相
談
会

▼
日
時
：
10
月
28
日
㈪

　午
前
10
時
～
午
後
５
時

　（セ
ミ
ナ
ー
：
午
後
１
時
～

　

４
時
20
分
）

▼
会
場
：
山
形
テ
ル
サ
（
山
形
市

双
葉
町
１

－

２

－

３
）

相

　
談

▼
セ
ミ
ナ
ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：

　①
午
後
１
時
～
：
改
正
労
働
契

約
法

　②
午
後
２
時
10
分
～
：

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　③
午
後
３

時
20
分
～
：
多
様
化
す
る
雇
用

形
態 

労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

は
？

　○
対
象
者
：
事
業
主
、
人
事
・

労
務
担
当
者

　○
定
員
：
１
０
０
名

　○
入
場
・
相
談
無
料

問
山
形
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
２
３

－

６
３
１

－

２
９
８
１

く
ら
し
と
仕
事
の

　
　

な
ん
で
も
相
談
会（
無
料
）

▼
日
時
：
11
月
２
日
㈯

　午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
：
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階

大
会
議
室
（
山
形
市
城
南
町
１

丁
目
１

－

１
）

▼
参
加
団
体
：
弁
護
士
会
・
司
法

書
士
会
・
税
理
士
会
・
者
紀
保

険
労
務
士
会
・
土
地
家
屋
調
査

士
会
・
不
動
産
鑑
定
士
協
会
・

行
政
書
士
会
・
建
築
士
会
・
社

会
福
祉
会

問
山
形
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
３

－

６
２
３

－

７
０
５
４

調
停
相
談
会
（
無
料
）

▼
日
時
：
11
月
11
日
㈪

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
会
場
：
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー

　２
階
２
０
３
研
修
室

　（米
沢
市
金
池
３
丁
目
１

－

14
）

▼
相
談
内
容
：
交
通
事
故
・
金
銭
・

消
費
者
金
融
・
土
地
建
物
・
公

害
・
家
庭
・
戸
籍
・
相
続
等

問
山
形
地
方
裁
判
所 

米
沢
支
部

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５

知
っ
て
安
心
セ
ミ
ナ
ー

や
さ
し
い
相
続
税

▼
講
師
：
み
ど
り
相
続
セ
ン
タ
ー 

総
括

　芳
賀
敏
明
氏

▼
日
時
：
10
月
26
日
㈯

　午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
終
了
後
、
無
料
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。（
要
予
約
）

▼
会
場
：
ツ
チ
ダ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

オ
フ
ィ
ス
１
階
研
修
室
（
米
沢

市
中
央
６

－

１

－

１
７
４
）

▼
参
加
費
：
１
０
０
０
円

※
当
日
お
釣
り
の
無
い
よ
う
に
ご

持
参
下
さ
い
。

▼
定
員
：
15
名

▼
申
込
締
切
：
10
月
24
日
㈭

▼
内
容
：
相
続
税
計
算
の
し
く
み
、

相
続
税
の
特
例
、
節
税
す
る
に

は
、
納
税
資
金
を
確
保
す
る
に

は
問
税
理
士
法
人 

土
田
船
越
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

40

－

０
０
４
６

※
25
ペ
ー
ジ
に
も
無
料
相
談
が
ご

ざ
い
ま
す
。
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重
症
心
身
障
害
者
の
た
め

の
成
年
後
見
人
研
修
会

▼
日
時
：
10
月
20
日
㈰

　午
後
１
時
30
分
～
５
時

▼
会
場
：
山
形
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

　３
階
会
議
研
修
室
１

　（山
形
市
城
西
町
２
丁
目
２

－

22
）

▼
内
容
：
○
「
成
年
後
見
人
と

は
？
」
講
師
：
高
橋
千
幸
氏
（
司

法
書
士
・
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
形
支
部 

支
部
長
）
○
「
成
年
後
見
人
に

対
す
る
支
援
の
在
り
方
」講
師
：

荒
木
昭
雄
氏
（
社
会
福
祉
士
・

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ぱ
あ
と
な

あ
山
形 

副
理
事
長
）
な
ど

▼
申
込
：
問
山
形
県
重
症
心
身
障

害
児
（
者
）
を
守
る
会

☎
０
２
３

－

６
８
１

－

８
４
７
７

認
知
症
の
方
へ
の

　
　

や
さ
し
い
介
護
技
術

▼
講
師
：
田
中
義
行
氏
（
理
学
療

法
士
）

▼
日
時
：
10
月
22
日
㈫

　午
後
１
時
～
３
時

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ

ー
（
米
沢
市
西
大
通
１

－

５

－

60
）

▼
定
員
：
１
０
０
名

▼
参
加
費
：
無
料

問
山
形
県
会
議
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
２
７

－

７
４
３
１

ン
販
売
、
ク
ラ
ス
展
示
企
画
、

模
擬
店
、文
化
部
発
表
（
演
劇
・

吹
奏
楽
）・
展
示
、
バ
ン
ド
・

ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

　等

※
ス
リ
ッ
パ
の
ご
持
参
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

問
置
賜
農
業
高
等
学
校
（
長
岡
）

☎
42

－

２
１
０
１

や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

　山
形
県
最
大
の
花
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
」
で

は
、
県
内
の
生
産
者
が
栽
培
し
た

最
高
級
の
花
が
出
品
さ
れ
る
品
評

会
、
産
地
紹
介
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
、
出
品
物
の
販
売
等
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。
川
西
町

産
の
花
も
出
品
さ
れ
ま
す
の
で
、

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
：
ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢
（
米

沢
市
西
大
通
１
丁
目
５

－

５
）

▼
日
時
：
○
10
月
19
日
㈯

　午
前
10
時
～
午
後
４
時

　○
10
月
20
日
㈰
午
前
９
時
～
11
時

問
山
形
県
農
林
水
産
部 
園
芸
農

業
推
進
課 

野
菜
花
き
振
興
担
当

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
４
８
７

問
置
賜
総
合
支
庁
農
業
振
興
課

　

生
産
流
通
担
当

☎
０
２
３
８

－

２
６

－

６
０
５
１

第
33
回
こ
こ
ろ
の

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
作
品
展
】
※
入
場
無
料

▼
日
時
・
会
場
：
○
南
陽
市
え
く

ぼ
プ
ラ
ザ
：
10
月
23
日
㈬
～
25

日
㈮

　○
長
井
郵
便
局
：
10
月

30
日
㈬
～
11
月
１
日
㈮

【
講
演
会
】
※
入
場
無
料

▼
講
師
：
市
来
真
彦
氏
（
東
京
医

科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー 

准
教
授
）

▼
演
題
：「
病
気
が
あ
っ
て
も
元

気
で
生
き
る
！
」

▼
日
時
：
11
月
15
日
㈮

　午
後
１
時
30
分
～

▼
会
場
：
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階

大
会
議
室
（
山
形
市
城
南
町
１

丁
目
１

－

１
）

問
日
本
精
神
病
院
協
会
山
形
支
部

☎
０
２
３
４

－

22

－

９
６
１
１

米
沢
養
護
学
校
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
中
学
部
わ
い
わ
い
バ
ザ
ー
】

▼
日
時
・
会
場
：
10
月
24
日
㈭

　○
米
沢
市
役
所
：
午
前
９
時
45

分
～
11
時
25
分

　○
イ
オ
ン
米
沢
店
：
午
前
10
時

～
11
時
45
分

▼
内
容
：
中
学
部
の
生
徒
が
製
作

し
た
紙
す
き
・
染
織
・
木
工
・

布
加
工
製
品
の
販
売

米
沢
女
子
短
期
大
学

　

総
合
教
養
講
座

▼
日
時
：
平
成
25
年
10
月
３
日
㈭

～
平
成
26
年
１
月
30
日
㈭
ま
で

　毎
週
木
曜

　午
後
２
時
40
分
～

４
時
10
分
（
但
し
12
月
26
日
、

１
月
２
日
は
除
く
）

▼
会
場
：
米
沢
女
子
短
期
大
学

　

Ｃ

－

２
０
１
教
室
（
米
沢
市
通

町
６
丁
目
15

－

１
）

▼
講
座
内
容
：
全
15
回
開
催
予
定
。

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。http://w

w
w

.
yone.ac.jp/

▼
受
講
料
：
無
料

▼
申
込
方
法
：
聴
講
を
希
望
す
る

方
は
講
義
日
の
前
日
ま
で
に
講

義
名
、
住
所
、
氏
名
及
び
連
絡

先
を
左
記
担
当
ま
で
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問
米
沢
女
子
短
期
大
学
、 

教
務
学

生
課
「
総
合
教
養
講
座
」
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

７
３
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
３
８

－

22

－

７
３
３
３

置
農
祭
２
０
１
３

　
　

一
般
公
開

▼
日
時
：
10
月
19
日
㈯

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

▼
会
場
：
置
賜
農
業
高
等
学
校

▼
内
容
：
農
産
物
・
加
工
品
・
パ

文
翔
館
よ
り
お
知
ら
せ

【
文
翔
館
収
蔵
品
展
Ⅱ
】

▼
期
間
：
10
月
27
日
㈰
ま
で

　（10
月
21
日
㈪
は
休
館
日
）

▼
会
場
：
文
翔
館
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
内
容
：「
文
翔
館 

復
元
の
記
録

～
時
計
塔
の
復
元
、
カ
ー
テ
ン

の
復
元
～
」

【
宮
本
笑
里
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
】

　テ
レ
ビ
番
組
や
Ｃ
Ｍ
に
多
数
出

演
し
て
い
る
人
気
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
宮
本
笑
里
を
中
心
に
加
藤
昌

則（
ピ
ア
ノ
）と
金
子
鈴
太
郎（
チ

ェ
ロ
）
を
加
え
た
ト
リ
オ
公
演
で

す
。

▼
日
時
：
11
月
22
日
㈮
午
後
６
時

開
場
、
午
後
６
時
30
分
開
演

▼
会
場
：
文
翔
館
議
場
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
：
一
般
３
０
０
０
円

（
当
日
３
５
０
０
円
）、
高
校

生
以
下
１
５
０
０
円
（
当
日

１
８
０
０
円
）
※
チ
ケ
ッ
ト
は

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売
中

問
山
形
県
郷
土
館
「
文
翔
館
」

☎
０
２
３

－

６
３
５

－

５
５
０
０
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【
よ
ね
よ
う
ま
つ
り
２
０
１
３
】

▼
日
時
：
11
月
16
日
㈯

　午
前
９
時
15
分
～
12
時
５
分

▼
会
場
：
山
形
県
米
沢
養
護
学
校

▼
内
容
：
作
業
製
品
の
展
示
販
売
、

小
学
部
・
訪
問
教
育
コ
ー
ナ
ー
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
、
近
隣
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
製
品

販
売
、
写
真
展
示

　な
ど

問
山
形
県
立
米
沢
養
護
学
校 

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

裁
判
所
見
学
会

▼
日
時
：
10
月
28
日
㈪

　

　午
後
１
時
10
分
～
４
時

▼
会
場
：
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
沢
支
部
（
米
沢
市
中
央
４

－

９

－

15
）

▼
内
容
：
裁
判
手
続
説
明
、
裁
判

員
制
度
説
明
及
び
法
廷
見
学
等

▼
定
員
：
15
名
（
予
約
受
付
順
）

▼
申
込
方
法
：
事
前
に
電
話
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
山
形
地
方
裁
判
所 

米
沢
支
部

庶
務
課
県

☎
０
２
３
８

－

22

－
２
１
６
５

山
形
県
食
品
適
正
表
示

推
進
者
養
成
講
習
会

▼
講
習
区
分
：
①
生
鮮
食
品
：
生

鮮
食
品
取
扱
業
者

　②
加
工
食

品
：
食
品
の
製
造
・
加
工
業
者

　③
生
鮮
・
加
工
食
品
：
生
鮮
食

品
の
土
地
扱
業
者
及
び
製
造
・

加
工
業
者

　④
再
受
講
：
す
で

に
受
講
し
た
者
で
あ
っ
て
、
再

受
講
を
希
望
す
る
者

▼
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
講
習
内
容
：

　①
生
鮮
食
品
：
生
鮮
食
品
の
表

示

　②
共
通
：
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
、
食

品
衛
生
法
等
、
景
品
表
示
法
、

健
康
増
進
法
、
計
量
法

　③
加

工
食
品
：
加
工
食
品
の
表
示
、

表
示
の
具
体
例

▼
講
習
日
：
10
月
31
日
㈭

　

　①
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　②
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　③
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

※
②
③
は
正
午
～
午
後
１
時
休
憩

▼
会
場
：
山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室
（
山
形

市
落
合
町
１
）

▼
受
講
料
：
２
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）
但
し
、
再
受
講

者
の
受
講
料
は
１
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
ま
ず
）

※
一
旦
納
入
さ
れ
た
受
講
料
は
、

お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
定
員
：
１
２
０
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
申
込
：
申
込
書
に
必
ず
受

講
料
を
添
え
て
、
左
記
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
：
10
月
17
日
㈭

▼
そ
の
他
：
受
講
修
了
者
に
対
し

て
は
、
食
品
適
正
表
示
推
進
者

証
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、

再
受
講
者
は
除
き
ま
す
。
昼
食

は
各
自
ご
準
備
の
上
お
取
り
く

だ
さ
い
。

問
山
形
県
食
品
安
全
衛
生
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
６
２
１

問
置
賜
保
健
所

☎
０
２
３
８

－

21

－
２
１
８
５

が
ん
に
つ
い
て
知
ろ
う

▼
日
時
：
11
月
２
日
㈯

　午
後
２
時
30
分
～

▼
会
場：え
く
ぼ
プ
ラ
ザ（
南
陽
市
）

▼ 

内
容
：
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・

乳
が
ん
に
つ
い
て

※
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

▼
定
員
：
２
０
０
名

▼
参
加
費
：
無
料

問
が
ん
診
療
委
員
会
事
務
局 

置
賜

広
域
病
院
組
合 

総
務
企
画
課
職
員

係
☎
０
２
３
８

－

46

－

５
０
０
０

め
ろ
め
ろ
ぱ
ん
ち

　
　

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
８

　音
楽
を
中
心
に
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　当
日
は
ラ
イ
ブ
演
奏
、
乗
馬
・

Ｓ
Ｌ
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
置

賜
の
美
味
し
い
も
の
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
11
月
３
日
㈰

　○
フ
ロ
ア
イ
ベ
ン
ト
午
前
11
時

～
午
後
６
時
30
分

　○
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
（
第
１
部
）
午
後

１
時
～
２
時
（
第
２
部
）
午
後

４
時
30
分
～
６
時
30
分 

▼
会
場
：
米
沢
市
遠
山
ア
メ
ニ
テ

ィ
館
（
米
沢
市
遠
山
町
５
８
５

－

１
）

※
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

▼
料
金
：
チ
ケ
ッ
ト
（
前
売

り
）
大
人
１
０
０
０
円
、
高
校

生
８
０
０
円
（
各
チ
ケ
ッ
ト

３
０
０
円
分
の
引
き
換
え
付
） 

※
中
学
生
以
下
無
料

問
メ
ロ
メ
、
メ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ー
ル
：m

erom
eyonezaw

a
@
gm
ail.com

　／
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
：http://m

erom
eropunch.

w
ordpress.com

/

ま
ほ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
３
「
和
の
響
」

▼
出
演
：
朝
倉
さ
や
・
柴
田
三
兄

妹
・
太
悳

▼
日
時
：
11
月
９
日
㈯

　午
後
２
時
開
演

▼
場
所
：
高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル

　「ま
ほ
ら
」 

▼
入
場
料
：
大
人
１
８
０
０
円
、

高
校
生
以
下
８
０
０
円
（
全
席

自
由
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
左
記
で
販
売
中

問
高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル「
ま
ほ
ら
」

☎
０
２
３
８

－

52

－

４
４
８
９

今
後
の
税
制
改
革
の
行
方

▼
日
時
：
11
月
11
日
㈪

　午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
会
場
：
東
京
第
一
ホ
テ
ル
米
沢

▼
講
師
：
政
府
税
制
調
査
会 

会

長 

中
里
実
氏

▼
申
込
：
左
記
ま
で

問
公
益
社
団
法
人 

米
沢
法
人
会

☎
０
２
３
８

－

22

－

５
４
０
１

ラ
ウ
ン
ド
．
ダ
ン
ス

　

見
学
・
体
験
参
加

　ラ
ウ
ン
ド
．
ダ
ン
ス
が
小
中
学

校
の
必
修
科
目
に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
ダ
ン
ス
な
の
か
友
人

も
誘
っ
て
参
加
し
て
み
よ
う
。

▼
日
時
：
12
月
22
日
㈰

　午
後
２
時
～
４
時
ま
で

▼
会
場
：
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
米
沢
市
花
沢
町
一
丁

目
２

－

38

－

６
）

▼
定
員
：
20
名

※
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
同
伴
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
：
無
料

▼
持
ち
物
：
動
き
や
す
い
服
装
で

ズ
ッ
ク
等
の
上
履
き
と
筆
記
用

具
を
ご
持
参
下
さ
い
。

▼
申
込
締
切
：
11
月
20
日
㈬

問
Ｒ
Ｄ
Ｆ
Ｋ
ラ
ウ
ン
ド
．
ダ
ン
ス

普
及
会

☎
０
２
３
８

－

23

－

４
５
６
７
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　当機構は、平成２２年度総務省の事業
に川西町が応募し採択されたのをきっか
けに「やまがた里の暮らし大学校」の運
営組織として設立し、今年の１０月で丸
３年を迎えます。
　現在は、川西町から、交流を拡大する
ことで地域の活性化を目指すプロジェク
ト業務を受託し実施しています。
　業務は大きく分けて、町の情報を都市
部の方へインターネット、郵送にてお伝
えする情報発信事業、町の交流団体を支
援する事業、川西町と都市部の方の交流
のモデルとなるような事業を実験的に

行っています。他に、町内外で行われる
イベント等で川西町についての印象やご
意見をアンケート形式にてお聞きしてい
ます。アンケートには、住所氏名の記載
欄を設け（記載は任意）、ご希望の方に
は当機構より川西町のイベントや講座等
のチラシをまとめ年２回程度お送りして
います。平成２５年９月現在、情報提供
希望（ご登録）の方は約５５０名となりました。
　これまで１，０００名以上の方からご
協力いただいたアンケート集計結果では、
こちら側が思いもよらなかった反応や、
なるほど！と思った事など多種多様な反
応をいただいております。当機構につい
てより多くの皆さまにお伝えしたく、今
後町報の紙面をお借りして隔月にてご紹
介させていただきますのでよろしくお願
いします。

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

旧
川
西
町
立
第
二
中
学
校
を

拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る

「
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
」
で
す
。

問やまがた里の暮らし推進機構
☎５４－３００６

置賜地域道路整備促進大会
を開催します
　置賜地域のさらなる活性化と発展を目指し
て整備を推進している東北中央自動車道、国
道１１３号（新潟山形南部連絡道路）、国道
２８７号をはじめとする道路整備について、整
備に係る予算の確実な確保とともに、未整備区
間の早期事業化を目指すため、置賜地域の行政、
産業界、住民の熱意を結集し、官民一体となっ
た大きな声に盛り上げ、地域内外に発信してい
きます。
■ 日　時　１１月１５日㈮
　　　　　 午後１時３０分～３時３０分
■ 会　場　グランドホクヨウ（米沢市内）
■ 主　催　置賜総合開発協議会（置賜３市５町）
■ 内　容　[ 基調講演 ] 国土交通省職員（予定）、
　　　　　報告、意見発表、大会決議等
問町企画財政課 政策調整グループ
☎４２－６６９５

国道 13 号、112 号交通規制に
ご協力をお願いします
　東栗子・西栗子トンネル、月山第一、第二トンネルの天
井板撤去工事にともない、次のとおり交通規制を行います。

【国道１３号　東栗子・西栗子トンネル】
■ 通行規制　１０月１５日㈫～１２月２０日㈮（予定）
　　　　　　 片側交互通行（２４時間）
■ 迂 回 路 　国道４号・１１３号、国道４８号、
　　　　　　 国道４９号・１２１号をご利用ください。
長い待ち時間が予想されます。迂回などご協力をお願いします。
問国土交通省 福島河川国道事務所 ☎ 024 － 546 － 4311 ㈹

【国道１１２号　月山第一・第二トンネル】
■ 通行規制　１０月１５日㈫～１２月２０日㈮（予定）　

　　　　　 夜間全面通行止め（夜９時～翌朝６時）
■ 迂 回 路 　国道１３号・４７号または、
　　　　　　 国道７号・１１３号をご利用ください。
月山道路区間が夜間通行止めのため夜間に山形道・国道１１２
号を利用しても内陸地域と庄内地域間は通行出来ません。
問国土交通省 酒田河川国道事務所 ☎ 0234 － 27 － 3331 ㈹

火災出動テレホンサービスが変更します
　川西町の火災出動テレホンサービス（☎４２－３１１９）は、１０月から置賜広域行政事務組合消防本部の
テレホンサービスに一本化することになりました。今後は、☎２１－１１９１におかけください。
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

　稲
刈
り
が
順
調
に
進
み
、
秋
の
深
ま
り
を

感
じ
ま
す
。
キ
ノ
コ
、
果
物
や
野
菜
な
ど
の

収
穫
の
時
を
迎
え
、
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

豊
富
に
食
べ
物
が
並
ぶ
だ
け
で
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。 

　先
月
開
催
さ
れ
た
黒
べ
こ
ま
つ
り
に
合
わ

せ
、
全
小
中
学
校
の
給
食
に
米
沢
牛
63
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
、
最
高
級
の
牛
丼
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
川
西
町
の
農
家
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
米
沢
牛
の
お
い
し
さ
を
子
供
た
ち
の

記
憶
に
残
し
て
ほ
し
い
と
思
い
実
施
し
ま
し

た
。「
こ
ん
な
に
う
ま
い
牛
丼
は
初
め
て
食

べ
た
」
と
小
学
生
全
員
か
ら
お
礼
の
手
紙
を

い
た
だ
き
、
感
激
し
ま
し
た
。
玉
庭
小
で
一

緒
に
食
べ
た
子
供
た
ち
の
笑
顔
に
触
れ
「
食

べ
る
こ
と
は
喜
び
で
あ
り
、
心
を
豊
か
に
す

る
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
饗
宴
が
語
源
で
、

宴
会
を
し
な
が
ら
喧
々
諤
々
議
論
を
楽
し
む

様
子
が
浮
か
び
ま
す
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映

画
で
食
べ
る
シ
ー
ン
が
な
か
っ
た
ら
味
気
な

い
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

　町
内
の
食
生
活
は
色
々
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
朝
食
で
は
小
学
六
年
生
が
５
％
、

中
学
三
年
生
が
８
％
、
二
十
代
で
は
25
％
が

欠
食
し
て
い
ま
す
。
一
方
小
中
学
生
の
肥
満

傾
向
は
県
平
均
を
上
回
り
、
国
保
の
健
診
結

果
で
も
Ｂ
Ｍ
Ⅰ
25
以
上
の
肥
満
傾
向
に
あ
る

四
十
代
以
上
の
男
性
は
30
％
、
女
性
26
％
で

い
ず
れ
も
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
す
る
割
合
が
低
下
す

る
な
ど
、
食
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
運
動
、
休
息
、
検
診
と
合
わ
せ
食
生

活
の
改
善
が
健
康
増
進
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　食
育
基
本
法
で
は
「
子
ど
も
た
ち
が
豊
か

な
人
間
性
を
は
ぐ
く
み
、
生
き
る
力
を
身
に

付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
『
食
』

が
重
要
で
あ
る
」
と
し
、
国
民
的
な
食
育
推

進
を
求
め
て
い
ま
す
。
現
在
町
で
も
、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
、
地
産
地
消
、
感
謝
の
気

持
ち
な
ど
食
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
た
推
進
計

画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
秋
は
食
べ
物
が
お

い
し
い
季
節
、
皆
さ
ん
も
「
食
べ
る
こ
と
の

意
味
」
を
考
え
て
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

　先
日
、
真
っ
赤
な
実
が
た
く
さ
ん
取
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
イ
チ
ゴ
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
誰
か
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
と

ま
た
楽
し
い
も
の
で
す
。
お
い
し
い
も
の
の

ま
わ
り
に
は
笑
顔
が
生
ま
れ
ま
す
ね
。

食
は
生
き
る
こ
と
の
基
本
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開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

フレンドリー
プラザ

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『日本百景富士』　　　　 敷島悦朗著　三一書房刊

●１１月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

『乗り物ひみつルポ　ジェット機と空港・管制塔』

１１月１０日 ㈰　14：00 ～

世界遺産登録後、さらに世界中から注目されて
いる「駿河富士（富士山）」。しかし、日本中に
は富士山そっくりな「ふるさと富士」といわれ
る山が 352 あります。その中から 100 を厳選
して、山や周辺の魅力・楽しみ方・登山ルート
を紹介しています。県内では、鳥海山が「出羽
富士」と呼ばれていますが、秋田県側から「秋
田富士」と呼ばれ親しまれています。今秋、出
かけてみてはいかがですか。

モリナガ・ヨウ作　　あかね書房刊
空港で働いている人たちの仕事は緊張の連続で
す。そんな仕事場を取材にもとづいて描かれた絵
本です。おすすめのページは、空港の真ん中、全
体を見わたすことのできる管制塔からみたながめ
です。このシリーズはほかに、『新幹線と車両基
地』、『消防車とハイパーレスキュー』があります。

●遅筆堂文庫読書会

●おはなし会
１１月９日 ㈯　１０：30 ～
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

●井上ひさし展示室
「イーハトーボの劇列車」資料展開催中

【時　間】１５：００開演
【場　所】フレンドリープラザ・ホール
【料　金】大人 ２０００円、PLA'S 会員 １５００円
　　　　 中高生 ５００円

　　　　■ピアノトリオ『L a t t e (ラテ)』
　　　　コンサート
１０
１９㊏

高い音楽性が評価されてい
る Latte。今回「初音ミク」
をフューチャーした「バナ
ナのうた」を引っさげて登
場です。演歌からジャズ、
ジャンルを越えて、何でも
演奏しますよ！小学生以下
無料・乳幼児可。ご家族で
お楽しみください。

　　　　■第２回 三遊亭兼好落語会１０
１９㊏

豊かな表現でネタの新たな魅力を引き出す。今、もっ
とも観ておきたい噺家の一人「三遊亭兼好」師匠。ゲ
ストはアコーディオンで弾き語る、大道芸の歌姫・遠
藤あこさん。東京でもめったにない組合せ、必見です！

【時　間】１９：００開演
【場　所】フレンドリープラザ・ロビー
【料　金】一般前売 ２５００円（当日２８００円）
　　　　 PLA'S 会員 ２２００円（当日２５００円）
　　　　 高校生以下 １５００円（前売・当日共）

全席自由

３．１１震災、原発事故後、
多くの課題を抱えながらも、
地域自らが主体性を持って歩
むにはどうすればいいのか。
２年半を経過した福島の現状
をもとに、地域再生に向けた
これからの道程を考えます。

　　　　 ■第２６回遅筆堂文庫・生活者大学校
　　　  『３．１１後の福島から、

地域再生への道程を考える』

【場　所】川西町農村環境改善センター
【講　師】山下祐介（首都大学東京准教授）
　　　　…『東北発の震災論』著・ちくま新書）
　　　　 千葉悦子（福島大学教授）
　　　　…『飯舘村は負けない』共著・岩波新書
　　　　 山下惣一（農業・作家）

１ １ 
１６㊏
１７㊐

山下祐介 千葉悦子

全席自由

　　　　　　　■こまつ座第１０１回公演
　　　　　　『イーハトーボの劇列車』

１ １
３０㊏

【日　時】
１１月３０日㊏１８：３０開演
１２月１日㊐１３：３０開演

【入場料】
・S 席 ６３００円
 （会員６０００円） 
・A 席 ５３００円
 （会員５０００円） 
・青少年育成席 １０００円
 （２５歳未満）

全席指定

１ １
３０㊏

１２
１㊐

25　町報かわにし 平成２５年１０月１５日

…９月分届出…

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方
は、届出の際に窓口（町住民生活課）
でお伝えください。

　　　　　５人

　　　　  　２０人

１０月の町税等
●町・県民税（３期分）
●上下水道使用料（９月使用分）
●国民健康保険税（４期分）
●介護保険料（４期分）
●後期高齢者医療保険料（４期分）
口座振替日　１０月２８日㊊
納付期限　　１０月３１日㊍

川西町の人口

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころの健康相談）

１１月１１日㈪・２５日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 １１月６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

弁護士
消費生活相談

１１月１３日㈬
午後２時～４時

町役場相談室
（町役場１F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 １１月２０日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

１１月

16,854 人（－ 21）
男　　　8,240 人（－ 12）
女　　　8,614 人（－ 9）
世帯数　5,243 世帯 ( － 8)

※ 9月末日現在の住民基本台帳人口

死亡者 年齢 世帯主 大字

安部　ツギ 93 盛喜 吉　田

佐藤　信一 79 信一 小　松

小坂ひでよ 96 清 高　山

遠藤　武雄 77 武雄 上小松

武内　芳枝 85 芳枝 上小松

金子　憲一 79 憲一 東大塚

宍戸　重次 66 重次 下奥田

小松原ハルヨ 89 孝一 下奥田

本田　　勲 77 勲 黒　川

髙橋　ます 87 雄一 下奥田

米野　マサ 84 進 中小松

遠藤　春雄 85 春雄 時　田

大沼マサヱ 91 マサヱ 西大塚

本田　　 66 尾長島

加藤　吉輝 53 吉輝 堀　金

本間　きみ 87 晴七 玉　庭

安部　定吉 92 定吉 時　田

山田　豊子 85 豊子 上小松

本田　彦彌 95 彦彌 尾長島

片倉　庄三 86 庄三 時　田

　　　　１組
新郎　　　　　　　新婦 大字

金子　丈晴 ♥ 佐藤　順子 玉　庭

出生子 性別 保護者 大字

大河原万
ま ゆ
結 女 和春・千代美 上小松

後藤　琉
り お
緒 女 直樹・ 愛子 上小松

緒形　優
ゆ な
奈 女 聖 ・ 淳 下奥田

髙橋　空
くうら
楽 男 敏昭・ 瑞穂 吉　田

鈴木　心
こころ
彩 女 栄 ・ 梢恵 上小松

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

期　　間 当番店（社） 電話番号

１０月１４日～２０日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１０月２１日～２７日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１０月２８日～１ １月３日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

１ １月４日～１０日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０

１ １月１ １日～１７日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

１０月・１１月
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問町産業振興課 商工観光グループ　☎４２－６６４５

　　　　ダリヤの新品種名が
　　　　決定しました！
９月１日から９月３０日まで、ダリヤ園内において４種類のダ
リヤ新品種名を公募したところ、町内外より３３１件の応募が
ありました。厳正な審査を行った結果、次のとおり名前が決定
しましたのでお知らせします。

  「紫
むらさきすいしょう

水 晶」　　 「天
て ん か

華」　　　「雪
ゆきがっせん

合戦」　  「五
ご り ん

輪の夢
ゆめ

」

（ボール咲き）　（中
インカーブドカクタス

輪 IC 咲き）　（小輪
フォーマルデコラ

FD 咲き）（中輪
フォーマルデコラ

FD 咲き）

ＮＥＷＳ

入場無料１ 1
２㊏３㊐

平成２５年度川西町芸術文化祭

【２日】  展示、呈茶、午後１時３０分～記念式典・表彰式、記念公演
記念公演には、本県出身のソプラノ歌手「松倉とし子」さん
や本町コーラスグループ「コスモス会」等が出演します。
入場無料ですのでお誘いあわせのうえおいでください。

【３日】  展示、ステージ公演、産直市、呈茶
❖展示部門　短歌、俳句、川柳、押し花、書道、絵画、町民写真展、華道、

幼児絵画展、小中学校絵画展、コロニー希望が丘、　　
たんぽぽ

❖公演部門　大正琴、コーラス、大黒舞、スポーツ民踊、日本舞踊、
フラダンス、歌謡、民謡、津軽三味線合奏、謡と仕舞、
詩吟、劇団菜の花座、置賜農業高校演劇部

❖呈　　茶　町内茶道団体
※ 3 日の公演部門に入場の方は、プログラム（４００円）をお求めください。
※ホールでの飲食、ビデオや写真の撮影、携帯電話の使用はご遠慮ください。
❖主催　川西町芸術文化協会　❖主管　川西町芸術文化祭運営委員会
❖後援　川西町、川西町教育委員会、山形新聞・山形放送
❖協賛　山形県芸術文化協会、川西町社会福祉協議会、
　　　　山形県立総合コロニー希望が丘

問川西町芸術文化協会事務局（フレンドリープラザ内）☎４６－３３１１

９：００～１７：００
❖会場 フレンドリープラザ

入場無料
※抽選券付
入場整理券

あります

川西ダリヤ園
切り花感謝デー
❖会場 川西ダリヤ園
❖料金 切り花をする方 ５００円
　　　　　※入場料無料 お１人様１０本まで

❖持物 ハサミ
※例年、ダリヤのつぼみを収穫される方が多くい
らっしゃいます。ダリヤはつぼみの状態で切り取っ
てしまうと花が咲きませんのでご注意ください。

ダリヤ園は１１月３日㊐まで毎日
が見ごろです！

ぜひご来園くださいね。

１ 1
４㊗

９：００～
スタート

第２０回川町音楽見本市

　　　　❖会場 フレンドリープラザ
❖出演団体　小松小マーチングバンド、高山小学校、玉庭小学校、　

川西中学校、置賜農業高等学校、アニバサリーバンド
❖特別ゲスト○『Duo Pur』皆川あゆみ（ピアノ）、渡部寛之（サックス）
　　　　　　○こやなぎ京

問川西町音楽連盟（町まちづくり課事務局）☎４２－６６６８

１３：３０～１６：１０１ 1
９㊏

かわにし産直市

今年も川西町芸術文化祭に併せて、かわ
にし産直市を開催します。かわにし産直
市では、町内産の新鮮な野菜や農産加工
品等を販売します。
❖主催　かわにし産直連絡会
問町産業振興課６次産業推進室
☎４２－６６９６

１０：３０～１５：００
❖会場 フレンドリープラザ
　　　 エントランス周辺他

１ 1
３㊐


